


　県では、幅広い分野で秋田の元気を創り上げるため、平成２１年度に県政運営指針である「ふる
さと秋田元気創造プラン」を策定し、平成２２年度以降２度の計画更新を行い、現在は平成３０
年３月に策定した第３期プランに基づいて、全国のすう勢を上回るペースで進む人口減少等の課題を
克服するための取組みを進めているところです。道路分野においては、ふるさと秋田元気創造プランに
位置づけられた各種施策を推進するため、道路整備の方向性を示した「秋田県道路整備計画」を平
成２６年度に策定し、「地域交流の促進」、「産業・観光の活性化」、「安全・安心の確保」などの方
針をもとに具体の整備箇所を選定し、事業に取り組んできております。

　計画策定から５年が経過し、この間には、日本海沿岸東北自動車道で「大館能代空港ＩＣ～二
井田真中ＩＣ間」の約14ｋｍ、東北中央自動車道で「院内道路」の約３ｋｍ開通するなど、県内
の高速道路供用率は約９割に達しています。残る未整備区間も事業化しており、開通見通しが公表
されるなど、高速道路の全線開通に向け大きく前進しています。また、高速道路を補完する幹線道路
ネットワークについても、国道１０３号「葛原バイパス」や国道１０７号「本荘道路（Ⅰ期区間）」
が開通するなど、着実に整備を実施しているところであり、移動時間の短縮が図られています。
　一方で、全国的に大規模な災害が多発したことを受け、災害に強い道路ネットワーク構築の重要性
が改めて認識されたところであり、平成３０年度からは「防災・減災、国土強靱化のための３カ年緊
急対策」として、防災対策やネットワーク強化を特に重点的に進めているところです。県では、平成２８
年に「秋田県国土強靱化地域計画」を策定しており、確実に対策を実施していくことが必要となってい
ます。

　このような秋田県をとりまく新たな情勢を捉え、道路整備の方向性を示す指針として「秋田県道路
整備計画」を策定しました。計画期間を２０１９～２０２３年の５か年とし、本計画に基づき計画
的かつ効率的な道路整備に取り組んでまいります。

男鹿市　寒風山

計画策定にあたって　背景と目的
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計画策定にあたって　策定のポイントと計画期間

前期 後期

2014年度 2018年度

前計画
（2014～2018年度）

2023年度

本計画期間
（2019～2023年度）

「第３期ふるさと秋田元気創造プラン」の推進

　県では、平成３０年度からの新たな県政運営指針である「第３期ふるさと秋田元気
創造プラン」を策定し、元気な秋田を
創り上げていくための取組を進めています。
本計画は、上位計画である「第３期ふる
さと秋田元気創造プラン」を推進するため
の道路整備の方向性を示しています。

秋田県の現状と課題

　県では、人口減少と少子高齢化、生産年齢人口減少に伴う労働力の不足、自然災害に
対する不安などの様々な課題に直面しています。本計画では、これらの課題を客観的に
捉え、道路管理者が対応するべき課題を整理し、道路整備の方針として、「５つの柱・
１０の施策」を整理・体系化しています。

目標を立てた道路整備の推進

　道路整備を計画的に進めるためには、現状の課題を解決するための「将来目標」を設
定する必要があります。本計画では、道路整備の方針として、「５つの柱・１０の施
策」を整理・体系化しており、柱ごとに目標指標を設定し、将来における目標値を立て
たうえで、計画的な道路整備を推進します。

地域別道路整備計画

　県には大きく３つの地方生活圏があり、これらを８つの地域振興局が分担し、地域の
課題に対応するための様々な施策を推進しています。本計画では、地域の特性を踏まえ
ながら、地域の課題とそれに対応するための道路整備の施策を整理し、８地域ごとに道
路整備の方向性を示しています。

道路整備の方向性

　国では、本格的な人口減少社会の到来を見据えた「国土のグランドデザイン２０５０」
を公表し、 “コンパクト＋ネットワーク”の考え方を打ち出しています。本計画では
これを踏まえ、今後の道路整備の方向性について、「第３期ふるさと秋田元気創造プラ
ン」の施策である「県土の骨格を形成する道路ネットワーク」などを「道路ネットワー
ク」の形で整理しています。

　前計画策定時には、2014年度を基準と
し、10年後である2023年度を見据え、前
期5カ年を計画期間としています。

　一定期間において、継続した考えのもと
計画的に整備そ進める観点から前計画にお
ける取組みの成果を検証したうえで、後期
5カ年（2019～2023）を本計画の対象期間
とします。

■ 策定のポイント

■ 計画期間

  
第３期ふるさと秋田
　元気創造プラン 秋田県道路整備計画

具体化

実　現 期間内目標の達成
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現状と課題の整理　秋田県の現状と課題

・秋田県では2017年に戦後初めて人口が100万人を割り込むなど全国のすう勢を上回る

　ペースで人口減少が進んでおり、2019年には人口が約96万5千人となっています。

・厚生労働省所管の研究機関が発表した試算によると、2045年の県内人口は約60万人

　まで減少する推計結果が示されています。

・高齢化率の上昇率が東北地方平均より高く、県内全域が過疎または準過疎地域に指定され

　ており、労働力の確保や地域コミュニティの機能低下が危惧される状況です。

■ 人口

注)　平成2年を1とした場合の人口・世帯数動向を示している。
出典：各年国勢調査（平成2年～平成27年）　

出典：各年国勢調査（平成2年～平成27年）　

出典：秋田県過疎地域自立促進方針
（平成28年度～32年度）  [平成28年3月 秋田県]

＜高齢化率の変動＞

2

＜過疎地域及び準過疎地域分布図＞

深刻な人口減少

特に生産年齢
人口が大きく減少

＜人口・世帯数　全国・東北地方比較＞

＜人口構成の推移＞

＜人口の推移＞



現状と課題の整理　秋田県の現状と課題

■ 気象・災害

・近年全国的に突発的な豪雨等が増加傾向となっており、秋田県においても平成25年9月の

　台風18号や、平成29年7月豪雨等により大規模な被害が生じています。

・秋田県は全域が豪雪地帯※3に、また、県土面積のほぼ半分を占める13市町村（一部指定

　区域）が特別豪雪地帯※3に指定されています。

・代表地点における累計積雪量及び県管理道路における除雪費は増加傾向となっています。

※3　豪雪地帯対策特別措置法第2条（昭和37年施行）による

出典：各年消防防災年報

＜自然災害による被害額＞

＜豪雪地帯対策特別措置法による地域指定状況＞

※累計降雪量は十和田南・鷹巣・秋田・横手の4地点の平均値

＜1時間降水量50mm以上の年間観測回数＞
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集中豪雨の増加

＜累計降雪量と除雪費の推移＞
(千万円)(㎝)

＜地域毎の累計降雪量（H26～H30平均値）＞
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現状と課題の整理　秋田県の現状と課題

出典：秋田県調査統計課調べ

出典：平成28度各県県民経済計算
　　　　

・製造品出荷額は平成26年から平成30年にかけて、回復基調となっています。１人当たり

　の製造品出荷額も年々増加していますが、全国や東北平均と比較すると低い値となって

　おり、生産性の向上や製品・サービス等の高付加価値化が重要となっています。

・近年は輸送機関連の出荷額増加しており、製造品出荷額の上昇を支えています。

・有効求人倍率は高い水準で推移しており、地域経済の持続的発展のためには人材の確保

　が重要となっています。

・県際収支※4は赤字が続いています。

・1人当たりの県民所得は、全国と比べて低く、東北地方の中で最も低くなっています。

■ 産業・経済

※4　県際収支＝移出－移入
　　　 　移出：貨物・産物を国内の他の地域へ送り出すこと　　　 　移入：貨物・産物を国内の他の地域から移し入れること　　（県際収支にはFISIM（間接的に計測される金融仲介サービスの価格）移出入を含まない。）

出典：各年工業統計調査〔経済産業省〕

出典：輸送機関連出荷額等調査　調査結果の概要　
平成30年9月　秋田県　輸送機産業振興室

出典：各年工業統計調査〔経済産業省〕

注)　平成12年を1とした場合の製造品出荷額を示している。

＜製造品出荷額の推移＞

注)　平成12年を1とした場合の製造品出荷額を示している。

＜1人当たりの製造品出荷額＞

＜輸送機関連出荷額＞

出典：各年一般職業紹介状況　〔厚生労働省〕

　　　　

＜有効求人倍率の推移＞

＜県際収支の推移＞

＜1人当たりの県民所得＞
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現状と課題の整理　秋田県の現状と課題
5

■ 観光

・観光入込客数は東北６県の中で５位となっていますが、過去５年間の伸び率は東北で最も高く、

　インバウンド客数も増加しています。

・県内２空港では利用者数が増加傾向にあり、空港発着のバス等が多く運行されています。

・クルーズ船寄港数が増加傾向となっており、港から貨物線を利用した観光列車の運行が開始され

　様々なオプショナルツアーが組まれるなど賑わいを見せています。

・道の駅は県内に３３箇所あり、観光・地域活性化の拠点として、多くの方が利用しています。

出典：全国観光入込客数統計のとりまとめ状況
　　　　　　　　　　　　　　　〔国土交通省　観光庁〕

＜秋田県における観光入込客数の推移＞

出典：全国観光入込客数統計のとりまとめ状況
　　　　　　　　　　　　　　　〔国土交通省　観光庁〕

＜秋田県のクルーズ船寄港回数＞

クルーズ船
寄港数は約3倍に！

＜県内の空港利用者数＞

＜道の駅箇所図＞ ＜観光客入込客数の多い道の駅＞

出典：平成30年秋田県観光統計
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診察・訓練 歯科診療

大 館 市 立 総 合 病 院 ※整備を図る ○ ○

北 秋 田 市 民 病 院 ○

秋 田 大 学 医 学 部 付 属 病 院 ○ ○ ○

秋 田 赤 十 字 病 院 ○ ○

秋 田 県 立 循 環 器 ・ 脳 脊 髄 セ ン タ ー ○（脳・心）

秋 田 県 立 医 療 療 育 セ ン タ ー ○ ○

平 鹿 総 合 病 院 ○ ○ ○

雄 勝 中 央 病 院 ○

広域的に必要とされる三次医療機能

療育医療拠点施設地区 医療機関名
特定機能

病院 救命救急
センター

周産期
医療施設

県北

中央

県南

現状と課題の整理　秋田県の現状と課題

■ 医療・福祉

＜三次救急医療施設の分布＞

出典：平成28年秋田県統計衛生年鑑　〔秋田県〕
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・平均寿命及び健康寿命が全国と平均して短く、健康寿命の延伸が課題となっています。

・秋田県における死因は、悪性新生物（がん）、心疾患、脳血管疾患の順に高い順となって

　おり、悪性新生物（がん）、脳血管疾患による死亡率は全国で最も高い状況となっています。

・医療サービスレベルに応じ、一次、二次、三次の医療圏が設定されていますが、各医療圏に

　おける医師の偏在や、県北地区における三次救急医療センター機能の確保などが課題となって

　います。

医師数の偏在

（全国46位）

（全国46位）

（全国44位）

（全国33位）

 

県北地区では
救急救命センター
機能が未確保

出典：平成30年秋田県医療保健福祉計画　〔秋田県〕
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現状と課題の整理　道路の現状と課題

・県内の高速道路には3箇所の未接続区間がありますが、全て事業化されており、日本海

　沿岸東北自動車道の「鷹巣西道路及び鷹巣大館道路」、「二ツ井今泉道路」、「遊佐象

　潟道路」、東北中央自動車道の「横堀道路」について、開通見通しが公表されています。

・高速道路を補完する地域高規格道路については、部分的な整備に止まっており、供用率

　は低い状況となっています。　

＜高規格道路網＞

■ 高速道路・高規格道路
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イ
ン
タ
ー

形
式

ハーフインター

フルインター・ジャンクション

国土開発幹線自動車道

供用区間（有料区間）

供用区間（無料区間）

事業中区間（新直轄事業）

事業中区間（Ａ’事業等）

凡　　　例

供用

事業中

地域高規格道路　　凡　例

計画路線　
供用区間　

整備区間　

候補路線　
調査区間　

地域高規格道路

　①大曲西道路 ②秋田中央道路

　③角館バイパス ④岩谷道路
供用区間

・道路密度※7は秋田県は東北地方の中で岩手県に次いで、低い値となっています。

・多車線化率※8は山形県、青森県に次いで低い値となっています。

・県内の一般国道の改良率※9は約96％であるのに対し、県道の改良率※9は約75％となってい

　ます。　

＜多車線化率 （県別）＞＜道路密度（県別） ＞

※7　単位面積当たりの道路延長を示す。[道路密度 = 県内道路延長/県土面積]

※8　県内道路延長に対する、4車線以上の区間割合[多車線化率 = 4車線以上の区間延長/県内道路延長]
※9　県内全道路延長に対する、車道幅員が5.5ｍ以上に改良された道路延長の比率を示す。

■ 国道・県道・市町村道

＜管理者別の道路延長 ＞

出典：道路統計年報（H31）

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

指定区間

指定区間外

主要

一般

市町村道

国
道

県
道

市
町
村

道

道路の改良状況

改良済延長 未改良

（千km）

100%

93.8%

85.0%

64.2%

65.5%

503.5

872.9

1,257.3

1,113.7

15,000 20,000

19,910.4

（km）

＜道路の改良状況 ＞

国道：96％

県道：75％

出典：道路統計年報（H31）

出典：H27年度道路交通センサス 出典：H27年度道路交通センサス



現状と課題の整理　道路の現状と課題
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出典：各年交通事故統計[秋田県警察]

■ 交通事故発生状況

＜年齢層別交通事故(人身事故)発生状況 ＞

＜道路別交通事故(人身事故)発生状況：構成比＞

・県内の交通事故件数は減少傾向ですが、市町村道や高齢者の事故比率は増加傾向にありま　

　す。

高齢者による事故の増加

＜道路交通事故(人身事故)発生状況：件数 ＞

＜交通量図＞

・秋田市の中心部では、交通量が多い路線が面的に広がっています。

・二次生活圏中心都市を核とした交通ネットワークが構築されていますが、県北

　と県南の内陸部を結ぶ交通流動が少ない状況です。

出典：平成27年度道路交通センサス注）一般県道以上を対象としている

利用の少ない
内陸部の縦貫路線

■ 交通状況



現状と課題の整理　道路の現状と課題
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＜渋滞＞

■ 交通渋滞

・二次生活圏中心都市の中心部等で慢性的に渋滞が発生しています。



現状と課題の整理　道路の現状と課題
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■ 観光・交通流動

・県内における交通は、同一地域内や近接する地域間での交通が多く、地域間の移動や県をまたいだ移動が少ない傾向になっています。特に内陸部において県北～県南間の移動が少ない状況です。

・県内の主要観光地や道の駅を円滑に周遊させるためには、骨格道路網体系の充実を図る必要があります。

＜観光地分布と観光入込客数＞＜交通流動＞

注) 丸の中の数字は地域内を移動する交通
出典：平成22年度道路交通センサス　平成22年OD表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単位：千人 

出典：秋田県観光統計（平成30年）



現状と課題の整理　道路の現状と課題
11

・建設投資額は年々減少傾向にあります。

・道路事業費における維持系の割合※10は、平成13年度で31％、令和元年度では64％と

　なっています。

・秋田県が管理する橋長2m 以上の橋梁2,316 橋のうち、供用後50年以上経過している橋

　梁は2017年で414橋（約24％）、20年後の2037年には1,163橋（約67％）となります。

老朽化が進む橋梁
増える維持管理費

出典：秋田県 道路課資料

・内陸部では冬期通行止め区間が47路線59区間存在します。

※10　令和元年5月時点

■ 冬期の交通状況

出典：秋田県橋梁長寿命化修繕計画、平成31年3月

＜冬期通行止区間 ＞

■ 維持管理

＜道路管理者別判定区分結果＞

2017年 2027年 2037年

＜秋田県の管理橋梁（橋長2ｍ以上　全2,316橋＞

※架設年不明の橋梁は除外

脆弱な
冬期道路ネットワーク

31%
35%

38% 40% 41%
45% 48% 50% 48%

57% 60% 59% 58% 58% 59% 60% 60% 63% 64%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

＜道路事業費（当初予算）の推移＞

直轄負担金 改築系事業 維持系事業 維持事業比率

（億円）

723.3

314.5301.3

（年度）



道路が対応すべき課題秋田県における課題

秋田県の社会経済状況【P2～6参照】

全国のすう勢を上回るペースで人口減少
が進行しており、高齢化により生産年齢
人口割合も低下
県内25市町村のうち21市町村が過疎地
域指定
台風や豪雨による土砂災害が頻発
全域が豪雪地帯、半分が特別豪雪地帯
製造品出荷額は回復基調であり、中でも
輸送機関連産出荷額が増加
１人当たり県民所得は東北で最も低い
観光入込客数は東北で第５位も過去５年
間の伸び率は最も高く、インバウンド客も
着実に増加
クルーズ船寄港数は5年前から３倍増
県内に道の駅は33箇所あり、観光統計
の調査地点の中でも入込み客数が上位
生活習慣病による死亡率が高く、平均寿
命は全国平均より短い中、圏域ごとに医
師が偏在しており、医師確保と高次医療
の空白地帯解消が課題

秋田県の道路交通状況【P7～11参照】

高規格幹線道路の未接続区間では、整
備が進められており、多くの区間で開通
見通しが示されている
地域高規格道路の整備率が低い
道路密度、多車線化率が低い
国県道の改良率は約82％ 
交通事故数は減少傾向にあるが、市町
村道や高齢者の事故率は増加傾向
秋田市中心部では慢性的に渋滞が発生
建設投資額が減少、維持管理費が増加

地域内での流動が多く、県内外・地域間
の交通は少ない

　　内陸北部と南部を結ぶ流動が少ない

冬期通行止め区間が多く、冬期の交通
の課題となっている

時代の潮流

超少子高齢・人口減少社会の到来によ
る地域活力・生産年齢人口の低下
人手不足による多様な人材確保、働き手
と働き方の改革に伴う生産性の向上（人
生100年時代）
地球温暖化対策の急務
人口減少に伴う財政状況の悪化
豪雨災害等の自然災害の増大による強
固な道路インフラの必要性の再認識
「Society5.0」の到来（超スマート社会）

秋田県を取り巻く状況

広域・高速

ネットワークの確立

「観光秋田」の支援

地域産業の支援

日常生活の支援

地域間交流の促進

安全・安心な

道路空間の確保

いつでも快適で

円滑な移動の支援

道路施設の

強靭化・防災化

移動時間の短縮

既存道路の

効率的な利活用

①交流・連携

①-1 高速道路ネットワークの構築

～人・ものが広域に交流するためのみち～

●県内外の円滑な交流連携の強化

●県土の発展に資する骨格の形成

②産業・観光

②-2 観光集客力の強化

②-1 地域産業の活性化
●港湾や空港へのアクセス強化
●産業・物流拠点のポテンシャル向上

●観光地へのアクセス強化

～地域産業や観光資源を元気にするみち～

③地域・生活

③-2快適な日常生活の実現

③-1地域の自立支援

●日常生活の拠点となる、小学校や
    旧役場庁舎周辺への快適な移動

～みんなが生活しやすいまちを支えるみち～

●地域間の移動支援
●過疎地域への生活支援

④安全・安心

④-2 雪に強い道路

④-1 安心して暮らせる道路空間整備

～安全で快適な暮らしを支えるみち～

●安心して歩ける歩行空間の確保
●事故などの無い安全・安心な道

●市街地の雪対策強化
●冬期における円滑な移動の確保

⑤強靱化・防災

⑤-１ 道路の強靱化の推進

⑤-２ 既存道路の有効活用

～もしもの時に備えたみち～

●災害時の交通移動を確保できる道路
●人の命をまもる道路

●道路の長寿命化・耐震化
●効率的な維持管理の実践

道路整備の方針　『5つの柱・10の施策』

道路整備の方針　道路整備の施策体系

少子高齢化
への対応

雪や災害への備え

雇用の拡大

医療体制の充実

規格の高い
道路網構築

効率的な道路の
維持・整備

地域間の交流拡大

代替性の確保

競争力の強化

地域経済の活性化

国土の強靱化

過疎地域の支援

観光の魅力向上

県内外の交流拡大

高齢者の事故削減

重
点
戦
略
（
改
築
系
事
業
）

基
本
政
策
（
補
修
系
事
業
）

【第３期ふるさと秋田元気創造プラン】

方向性（1）：交流や経済を支える
高速道路網の形成

取組①：高速道路の整備促進
取組②：暫定2車線区間の4車線化の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整備促進

方向性（2）：高速道路を補完し、広
域交流を促進する幹線道路網の
形成

取組①：地域高規格道路の整備促進
取組②：主要都市間を結ぶ幹線道路
　　　　　　　　　　　　　　　　　の整備推進

方向性（3）：物流・交流拠点への
アクセス機能の強化

取組①：秋田港と秋田北ICを結ぶ
　　　　　　　　　アクセス道路の整備推進

方向性（4）：日々の暮らしを支え
る生活道路の機能強化

取組①：地域生活に直結する道路整備

３　安全・安心な
　　　生活環境の確保

①安全で利便性の高い道路環境の整備
⑤良好な景観の保全と活用
　（電線類の地中化や景観に配慮した防　
　  護柵等の設置）

１　県土の保全と防災力強化

③生命と財産を守る安全な地域づくり
④災害に対応できる
　　　　　　　　　　交通基盤体制の整備
⑤大規模地震に備えた
　　　　　　　　　　耐震化の推進

　これまで述べてきた秋田県における現状と課題について、「第３期ふるさと秋田元気創造プラン」の施策体系との関連を整理し、更に、道路整備の方針として、「５つの柱・10の
施策」を整理・体系化しています。

方向性（5）：地方創生の拠点とし
ての「道の駅」の魅力向上

取組①：道の駅の機能強化と個性の創出

②-3 道の駅の魅力向上

●観光・防災等の機能強化

12



道路整備の方向性　道路ネットワークの定義

■ 道路整備の方向性 ■ 道路ネットワークの定義

２０１４年度から２０２３年度までの

１０年間を見据えた道路整備の方向性

道路ネットワークの形で整理

　

　② 産業に寄与するネットワーク

　① 県土の骨格を形成する道路ネットワーク

　③ 観光に寄与するネットワーク

■ 道路ネットワークの定義

　今後１０年を見据えた道路整備の方向性について、本格的な人口減少社会の到来を
見据えた「国土のグランドデザイン２０５０」に掲げられている“コンパクト＋ネッ
トワーク”の考え方を踏まえ、「第３期ふるさと秋田元気創造プラン」の施策である
「県土の骨格を形成する道路ネットワーク」などを「道路ネットワーク」の形で整理
しています。 （１）高速道路ネットワークの早期完成

イ）高速道路

（２）高速道路を補完する幹線道路ネットワークの形成

イ）地域高規格道路

ロ）直轄国道

（３）地域間ネットワークの構築

ロ）二次生活圏の中心都市同士を結ぶネットワーク

イ）秋田都市圏と各二次生活圏中心都市を結ぶネットワーク

（４）生活道路の機能強化

イ）二次生活圏単位で、二次生活圏中心都市と旧市町村役場を
　　結ぶネットワーク

ロ）隣接する旧市町村役場を結ぶネットワーク
　　※ただし、現道状況や地形的な要因により、交通量が少ない路線は対象外とする。

注)「県土の骨格を形成するネットワーク」は、本格的な人口減少社会の到来を見据えた「国土のグランドデザイン2050」に
　　おける「コンパクト＋ネットワーク」の考え方を踏まえています。(P14参照)

工業団地・商業施設と交通拠点（高速ＩＣ、港湾、空港、駅）を結ぶネットワーク

高速道路、直轄国道、県管理国道も対象とする。
　※ただし、冬期閉鎖区間は除く。

観光地（道の駅含む）と交通拠点（高速ＩＣ、港湾、空港、駅）を結ぶネットワーク

高速道路、直轄国道、県管理国道も対象とする。
　※ただし、県管理国道は、県際道路を対象とする。

①県土の骨格を形成する道路ネットワーク

②産業に寄与するネットワーク

③観光に寄与するネットワーク

　３つの道路ネットワークの定義は次のとおりです。

　今後を見据えた道路整備の方向性を示す道路ネットワークについて、次のとおり定
義し、構築していきます。

注)道路整備の方針における、柱「④安全・安心」、柱「⑤強靭化・防災」については、定期点検結果等に基づいた長寿命化
     計画等を個別に策定するなどし、計画的に推進していきます。

注)道路ネットワークの定義における赤字の用語は次頁以降に定義を示しています。

注)災害時の円滑な輸送機能を担う緊急輸送道路（１次、２次）は、本定義により網羅されます。

※前期５年経過時点で

方向性を検討

　

1３



道路整備の方向性　用語の定義

高度の買い物ができる商店街、専門医を
持つ病院、高等学校等を中心部に持ち、
いくつかの一次生活圏から構成される地
域。
圏域範囲は半径６～１０ｋｍ程度。

二次生活圏の定義

役場、診療所、集会所、小中学校等基礎
的な公共公益的施設を中心部に持ち、そ
れらのサービスが及ぶ地域。
圏域範囲は半径４～６ｋｍ程度。

一次生活圏の定義

出典：道路ポケットブック2013

総合病院、各種学校、中央市場等の広域
利用施設を中心部に持ち、いくつかの二
次生活圏から構成される地域。
圏域範囲は半径２０～３０ｋｍ程度。

地方生活圏の定義
地方生活圏

二次生活圏

一次生活圏

○生活圏の包含関係

出典：建設省地方生活圏構想（地域計画の主要課題42年7月）

■ 生活圏の定義 ■ 「国土のグランドデザイン２０５０」(平成２６年７月４日　国交省公表)

○集落が散在する地域において、商店、診
　 療所など日常生活に不可欠な施設や地域
　 活動を行う場を歩いて動ける範囲にコンパ
　 クトに集積し、周辺地域とネットワークでつ
　 なぐ「小さな拠点」を整備
○地域消滅を防ぐには、日常生活を支える
   機能の維持が必要

秋田都市圏

○高次地方都市連合とは、人口１０万人以
　 上の都市からなる複数の都市圏が、高速
   交通ネットワーク等により相互に１時間圏
   内となることによって一体となって形成さ
   れる概ね人口３０万人以上の都市圏を指す
○高次の都市機能※11を維持するためには
   一定の人口規模が必要
○一定規模を維持できない都市圏では、
　 サービス提供機能と雇用が消失のおそれ

小さな拠点高次地方都市連合 コンパクト＋ネットワーク

○本格的な人口減少社会の到来に対する危機意識を共有。

○２０５０年を見据え、未来を切り開いていくための国土づくりの理念・考え方を
　示すもの。

○キーワードは、コンパクト＋ネットワーク。これにより、人・モノ・情報の高密度
　な交流が実現。

道路ネットワークの定義に用いている用語の定義は次のとおりです。

出典：「国土のグランドデザイン2050」参考資料

秋田都市圏 旧市町村役場周辺

秋田県の場合 秋田県の場合

が該当が該当

　秋田県における生活
圏は右図のように設定
されており、各生活圏
の定義は下記のとおり
です。

国土のグランドデザイン２０５０の概要

※11　救命救急センター、大学、百貨店、映画館等を指す
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道路整備の方向性　用語の定義

県の調査結果による「工業団地一覧表」掲載の工業団地

■ 工業団地の定義

劇場、映画館、演芸場若しくは観覧場又は店舗、飲食店、展示場、遊技場、勝馬投票権券発売所、場外車券売場その他これらに類
する用途で政令で定めるものに供する建築物でその用途に供する部分の床面積の合計が１万平方メートルを超えるもの

■ 商業施設の定義

注)具体的な工業団地については、地域ごとの「産業に寄与するネットワーク」参照

①秋田県エリア別観光ガイドブック「じもトラ」 に掲載の
　「見る」施設、「世界遺産」、「国立・国定公園」、「県立公園」
　　　※「くつろぐ」施設の一部も対象としている。

②秋田県観光統計の観光入込客数調査対象の観光地点
　・観光入込客数が把握できる地点
　・観光入込客数が年間１万人以上、又は前年の特定月の観光入込客数が５千人以上

■ 観光地の定義

　観光地は下記の通り定義しています。　工業団地は下記の通り定義しています。

　商業施設は下記の通り定義しています。

秋田県における大規模集客施設一覧

大規模集客施設
（表の用途に供する部分の床面積が1万㎡を超える建築物）

用　　　途 具体的な施設の例 備　　　考

劇場
映画館
演芸場
観覧場

音楽ホール、演芸ホール、多目的
ホール
映画館（シネマコンプレックスを含
む）
寄席等の演芸場
客席のある総合体育館、スタジアム
（屋外観覧場を含む）

客席部分が1万㎡を超
えるもの

店舗
物販店舗、サービス店舗（銀行の
ATM、クリーニング店を含む）

飲食店 レストラン、喫茶店
展示場 イベント施設、メッセ

遊技場
マージャン店、ぱちんこ屋、ゲームセ
ンター、アミューズメント施設、大規
模テーマパーク、カラオケボックス

競馬投票券発売所
場外車券売場　等

競馬の券売場
競輪、オートレース、（競艇）の券売
場

売場等のほか、
通路、バックヤード等を
含み、その用途部分が
1万㎡を超えるもの
※駐車場は含まない

その他これに類するもの

15



事業区分 事業メニュー 柱 実施内容

改築系事業
交流･連携
産業･観光
地域･生活

生活環境・利便性の向上に向け、道路網整備をしていま
す。

補修系事業

○橋梁補修・補強 強靭化･防災
計画的に長寿命化対策を実施し、耐用年数延伸や補修費
用縮減を図っています。

○舗装補修 安全･安心 舗装の損傷・劣化の著しい箇所を随時補修しています。

○道路施設定期点検 強靭化･防災
橋梁などの道路施設について、定期的に現状の点検を実
施しています。

○電線共同溝 安全･安心 災害に強く、安全で快適な歩行空間の整備をしています。

○側溝整備 安全･安心
快適な道路走行環境を確保するため、側溝の整備をして
います。

○交通安全事業

・バリアフリー化 安全･安心
高齢者や障がい者など、全ての人が快適に利用できる空
間整備を進めています。

・道路案内施設 安全･安心 誰にでもわかりやすい標識整備を進めています。

・交通安全施設等 安全･安心
歩道整備などの交通環境の改善を行い、事故防止・交通
円滑化を図っています。

○雪寒 安全･安心
施設整備により、積雪寒冷地での安全・安心な冬期交通
の確保を進めています。

○除雪 安全･安心
冬期の安全で円滑な交通確保を目的とし、除雪を実施し
ています。

○災害防除 強靭化･防災
異常気象時の落石や法面崩壊等を防止し、信頼性の高い
交通サービスを目指しています。

秋田県が実施している道路事業

　秋田県は全国で6番目に広い県土を有し、積雪寒冷地でもあることから、都市間や観
光地間、近隣県等との時間的距離は大きいものとなっております。少子高齢化が急激に
進み人口が減少していく中で、県全体の活力を維持し地域として自立していくためには、
住民の生活や経済活動、地域間の交流等を支える道路ネットワークの整備が不可欠です。

　また、東日本大震災では、被災後に利用が制限された太平洋側の高速道路の代替えと
して、日本海側の幹線道路網が物資の輸送ルートとして機能し、改めて、交通ネット
ワークの代替性・多重性（リダンダンシー）の確保の重要性が認識されたところです。

　本計画では、県内の主要な都市間や観光地間、近隣県を結ぶ骨格軸を設定し、高速道
路やこれを補完し高速交通体系の役割を果たす地域高規格道路などの規格の高い道路
ネットワークで接続することにより、時間的距離を縮め、県土のコンパクト化を図り、
地域間の交流等を支援し、災害に強い道路網を構築します。
　なお、骨格軸については、「産業に寄与するネットワーク」および「観光に寄与する
ネットワーク」においても同様に軸としての役割を果たしています。

出典：国土交通省　社会資本整備審議会
第13回道路分科会資料

＜震災時における交通流動の変化＞

骨格軸の考え方

道路整備の方向性　骨格道路ネットワーク（骨格軸）
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地域別道路整備計画　地域ごとの道路整備計画の見方

　秋田県には大きく３つの生活圏があり、これらを８つの地域振興局が分担し、地域の課
題に対応するための様々な施策を推進しています。本計画では、地域の特性を踏まえなが
ら、地域の課題とそれに対応するための道路整備の施策を整理し、８地域ごとに道路整備
の方向性を示しています。

鹿角地域における道路整備計画　Ⅰ 地域別道路整備計画ネットワーク

県土の骨格を形成し、地
域間の交流・移動に寄与
する路線をネットワークの
形で整理

広域物流や県内の地域間
の物流に寄与する路線を
ネットワークの形で整理

②産業に寄与するネットワーク

①県土の骨格を形成する道路ネットワーク

地域別道路整備計画ネットワーク

重ね合わせ

８地域ごとに

③観光に寄与するネットワーク

■ 地域別道路整備計画

■ 各ページの見方

　地域ごとに5ページ構成としています。
　以下に鹿角地域を例として、各ページの見方を示します。

地域の課題とそれに対応
するための道路整備の施
策を整理

①県土の骨格を形成する道路ネットワーク

②産業に寄与するネットワーク

③観光に寄与するネットワーク

観光交通に寄与する路線
をネットワークの形で整理

今後10年を見据えた
道路整備の方向性を
道路ネットワークの
形で整理

道路ネットワークとして
構築していく路線の位
置づけを整理

重
ね
合
わ
せ
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鹿角地域における道路整備計画

【鹿角地域の目標】

　

十和田・八幡平等の観光ルートの整備

隣接地域アクセス道路の機能強化

県際広域物流ルートの確立

魅力と活力ある観光地域づくり

秋田県北部エコタウン計画の推進

青森・岩手方面との交流拡大

■　安全・安心な道路空間の確保

■　いつでも快適で円滑な移動の支援

■　道路施設の強靱化・防災化

■　既存道路の効率的な利活用

県内共通の課題

康楽館十和田湖

注)今後10年間を見据えた道路整備の方向性を示すものであり、ネットワークの
　　重なりの多少により、整備の優先順位が決まるものではありません。

18



鹿角地域における道路整備計画

路線番号 路 線 名

青森県境
～

国道282号

鹿角地域と青森県を結ぶ地域間交流に寄与するほか、国道104号との連
携や東北縦貫自動車道「十和田IC」の活用により、広域的な物流や十和
田湖を中心とした観光地へのアクセスに寄与

国道282号
～

国道7号

秋田都市圏や鹿角・北秋田地域を結ぶ地域間交流に寄与するほか、東北
縦貫自動車道「十和田IC」及び日本海沿岸東北自動車道「大館南IC」の活
用による広域的な物流や観光地へのアクセスに寄与

104号
青森県境

～
国道103号

鹿角地域と青森県を結ぶ地域間交流に寄与するほか、国道103号との連
携や東北縦貫自動車道「十和田IC」の活用により、広域観光や鹿角地域と
八戸市との広域物流に寄与

282号
岩手県境

～
青森県境

鹿角地域を縦断する骨格路線であり、東北縦貫自動車道の代替路線とし
てその機能を補完し、鹿角地域と隣接する青森県や岩手県を結ぶ広域的
な物流や観光地へのアクセスに寄与

341号
国道282号

～
国道46号

鹿角地域と仙北地域を結び、八幡平や隣接する仙北地域の田沢湖を中心
とした観光地へのアクセスに寄与

454号
青森県境

～
青森県境

青森県境間を結び、十和田湖を中心とした観光地へのアクセスや八戸市
との広域物流に寄与

対 象 区 間 路 線 の 位 置 づ け

103号

路 線

14

103

104

282

341

454

路線番号 路 線 名

国道7号
～

国道282号

日本海沿岸東北自動車道の代替路線としてその機能を補完し、鹿角地域
と北秋田地域を結ぶ生活道路となるほか、国道7号等の骨格路線と連携
し、観光地や県内港湾へのアクセスに寄与

国道282号
～

国道103号

国道282号と国道103号を結び、東北縦貫自動車道「小坂IC」の活用によ
り、小坂工業団地や十和田湖を中心とした観光地へのアクセスに寄与

大更八幡平線
岩手県境

～
国道341号

国道341号と岩手県境を結び、八幡平や岩手山を中心とした観光地へのア
クセスに寄与

十二所花輪大湯線
国道103号

～
史跡尾去沢鉱山

北秋田地域と国道103号を結び、史跡尾去沢鉱山や大湯環状列石等の観
光地へのアクセスに寄与

田山花輪線
花輪スキー場

～
国道282号

国道282号と岩手県境を結び、花輪スキー場へのアクセスに寄与

大館十和田湖線

路 線
対 象 区 間 路 線 の 位 置 づ け

2

23

66

195
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鹿角地域における道路整備計画20



鹿角地域における道路整備計画

【工業団地】

市町村名 工業団地名

鹿角工業団地

鹿角市産業団地

小坂工業団地

三ツ森工業団地

鹿角市

小坂町
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鹿角地域における道路整備計画

 市町村名 観光地名

大湯温泉郷

湯瀬温泉郷

八幡平温泉郷

中滝ふるさと学舎

大湯ストーンサークル館

八幡平ビジターセンター

花輪スキー場

特別史跡大湯環状列石

旧関善酒店

史跡尾去沢鉱山

後生掛自然研究路

道の駅かづの「あんとらあ」

道の駅おおゆ

十和田八幡平国立公園

十和田湖畔温泉

十和田湖西湖畔温泉

十和田ホテル

小坂鉄道レールパーク

紫明亭展望台

発荷峠展望台

七滝

小坂鉱山事務所

康楽館

十和田湖西湖畔遊歩道

道の駅こさか七滝

十和田八幡平国立公園

鹿角市

小坂町
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北秋田地域における道路整備計画

【北秋田地域の目標】

　

森吉山県立自然公園大館能代空港

秋田県北部エコタウン計画の推進

大館能代空港の利便性向上

森吉山などの観光活性化

高速道路や地域高規格道路の整備推進

隣接地域アクセス道路の機能強化

空港アクセス道路の整備推進

産業拠点・観光地へのアクセス強化

■　安全・安心な道路空間の確保

■　いつでも快適で円滑な移動の支援

■　道路施設の強靱化・防災化

■　既存道路の効率的な利活用

県内共通の課題

注)今後10年間を見据えた道路整備の方向性を示すものであり、ネットワークの
　　重なりの多少により、整備の優先順位が決まるものではありません。
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北秋田地域における道路整備計画

路線番号 路 線 名

琴丘上小阿仁線
国道7号

～
国道285号

北秋田地域と山本地域を結ぶ生活道路として、上小阿仁・琴丘間の交流
に寄与

比内田代線
国道285号

～
国道7号

北秋田地域内の生活道路として、田代・比内間の交流に寄与するほか、
日本海沿岸東北自動車道「二井田真中ＩＣ」を活用し、大館工業団地等の
沿線工業団地へのアクセスに寄与

国道7号
～

市道

国道7号と市道を結び、岩瀬工業団地や田代岳県立自然公園等の観光地
へのアクセスに寄与

（一）釈迦内花岡白沢線
～

国道7号

国道7号と一般県道釈迦内花岡白沢線を結び、花岡工業団地や鳥潟会館
へのアクセスに寄与

釈迦内花岡白沢線
国道7号

～
（主）白沢田代線

国道7号と主要地方道白沢田代線を結び、花岡工業団地や鳥潟会館への
アクセスに寄与

福館阿仁前田線
国道285号

～
国道105号

北秋田地域内の生活道路として、国道105号と連携し、上小阿仁・阿仁間
の交流に寄与するほか、太平湖を中心とした観光地へのアクセスに寄与

河辺阿仁線
国道13号

～
市道

国道105号と市道を結び、マタギ資料館や打当温泉等の観光地へのアク
セスに寄与

比内森吉線
太平湖

～
国道105号

国道105号と市道を結び、太平湖を中心とした観光地へのアクセスに寄与

路 線 の 位 置 づ け

白沢田代線

路 線
対 象 区 間

37

52

192

214

308

309

68

路線番号 路 線 名

103号
国道282号

～
国道7号

秋田都市圏や北秋田・鹿角地域を結ぶ地域間交流に寄与するほか、日本
海沿岸東北自動車道「大館南IC」及び東北縦貫自動車道「十和田IC」の活
用による広域的な物流や観光地へのアクセスに寄与

105号
大曲IC

～
国道7号

秋田自動車道や東北縦貫自動車道の代替路線としてその機能を補完し、
北秋田地域を縦断する骨格路線であり、仙北地域や由利地域を結ぶ県中
央部の広域的な物流や観光地へのアクセスに寄与

285号
国道7号

～
国道103号

秋田都市圏や北秋田・秋田地域を結ぶ地域間交流に寄与するほか、国道
7号・105号との連携や鷹巣大館道路「鷹巣IC（仮）」の活用による広域的
な物流や観光地へのアクセスに寄与

大館十和田湖線
国道7号

～
国道282号

日本海沿岸東北自動車道の代替路線としてその機能を補完し、北秋田地
域と鹿角地域を結ぶ生活道路となるほか、国道7号等の骨格路線と連携
し、観光地や県内港湾へのアクセスに寄与

二ツ井森吉線
国道7号

～
国道285号

北秋田地域と山本地域を結ぶ生活道路として、合川・森吉・二ツ井間の交
流に寄与

大館停車場線
（主）大館十和田湖線

～
国道7号

大館駅を起点とし、国道7号や主要地方道大館十和田湖線等との連携に
よる県北の観光地へのアクセスに寄与

鷹巣川井堂川線
国道7号

～
国道285号

北秋田地域内の生活道路として、北秋田市（旧鷹巣町）中心部・合川・上
小阿仁間の交流に寄与するほか、広域的な物流・観光の起点となる大館
能代空港へのアクセスに寄与

路 線 の 位 置 づ け
路 線

対 象 区 間

14
103

14
105

14
285

2

3

21

24

24



北秋田地域における道路整備計画 25



【工業団地】

市町村名 工業団地名

花岡工業団地

羽貫谷地工業団地

岩瀬工業団地

大館工業団地

大館第二工業団地

大館工業団地（拡張）

二井田工業団地

新館工業団地

細越工業団地

北秋田大野台工業団地

小森臨空港工業団地

七日市工業団地

長野岱工業団地

大野工業団地

水無工業団地

上小阿仁村 小田瀬工業団地

【商業施設】

市町村名 商業施設名

イオンタウン大館西

いとく大館ショッピングセンター

イオンスーパーセンター大館店

大館樹海モール

ショッピングタウンアクロスプラザ大館南

たかのすモール

イオンタウン鷹巣

大館市

北秋田市

大館市

北秋田市

北秋田地域における道路整備計画26



北秋田地域における道路整備計画

 市町村名 観光地名
矢立温泉
雪沢温泉
大滝温泉
たしろ温泉 ユップラ
鳥潟会館
大館郷土博物館
秋田三鶏記念館
秋田犬会館
石田ローズガーデン
大館樹海ドーム
大館カントリークラブ
長走風穴館
松峰神社
田代岳高層湿原
北鹿ハリストス正教会曲田福音聖堂
矢立遊歩道
田代岳県立自然公園
秋田犬ふれあい処
ゼロダテ
大館駅観光案内所
道の駅ひない
伊勢堂岱温泉 縄文の湯
湯の岱温泉
クウィンス森吉
打当温泉マタギの湯
大太鼓の館（道の駅たかのす）
たかのす情報プラザ
大太鼓の里ぶっさん館
文化会館
浜辺の歌音楽館
四季美館
阿仁異人館
阿仁伝承館
マタギ資料館
阿仁熊牧場 くまくま園
北欧の杜公園
薬師山スキー場
森吉山阿仁スキー場
森吉山ダム広報館
伊勢堂岱遺跡
三階滝
桃洞滝
安の滝
森吉山
太平湖
森吉山県立自然公園
太平山県立自然公園
道の駅あにまたたび館
森の巨人「コブ杉」
道の駅かみこあに

大館市

北秋田市

上小阿仁村

27



山本地域における道路整備計画

【山本地域の目標】

世界遺産白神山地リサイクルポート能代港

世界遺産白神山地への観光誘導

秋田県北部エコタウン計画の推進

能代港を活かした産業活性化

白神山地などの観光ルートの確保

青森県や隣接地域へのアクセス道路の機能強化

港湾や工業団地へのアクセス向上

■　安全・安心な道路空間の確保

■　いつでも快適で円滑な移動の支援

■　道路施設の強靱化・防災化

■　既存道路の効率的な利活用

県内共通の課題

注)今後10年間を見据えた道路整備の方向性を示すものであり、ネットワークの
　　重なりの多少により、整備の優先順位が決まるものではありません。
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山本地域における道路整備計画

路線番号 路 線 名

青森県境
～

国道7号

日本海沿岸部を縦断する骨格路線であり、山本地域と隣接する青森県を
結ぶ県沿岸部の広域的な物流や白神山地を中心とした観光地へのアクセ
スに寄与

国道7号
～

（主）男鹿半島線

山本地域と秋田地域を結び、隣接する秋田地域の男鹿国定公園を中心と
した観光地へのアクセスに寄与

二ツ井森吉線
国道7号

～
国道285号

山本地域と北秋田地域を結ぶ生活道路として、二ツ井・合川・森吉間の交
流に寄与

能代五城目線
（一）金光寺能代線

～
国道285号

国道7号の代替路線としてその機能を補完するほか、山本地域と秋田地域
を結ぶ生活道路として、山本・琴丘・五城目間の交流に寄与

琴丘上小阿仁線
国道7号

～
国道285号

山本地域と北秋田地域を結ぶ生活道路として、琴丘・上小阿仁間の交流
に寄与

男鹿八竜線
国道101号

～
国道7号

山本地域と秋田地域を結ぶ生活道路として、三種（旧八竜）・大潟間の交
流に寄与するほか、国道7号との連携や日本海沿岸東北自動車道「八竜
IC」の活用による広域的な物流や観光地へのアクセスに寄与

常盤峰浜線
（主）能代二ツ井線

～
国道101号

国道101号の代替路線としてその機能を補完し、山本地域内の生活道路と
して、能代中心部・峰浜の交流に寄与するほか、日本海沿岸東北自動車
道「能代東IC」の活用による広域的な物流や白神山地を中心とした観光地
へのアクセスに寄与

能代二ツ井線
国道7号

～
（一）西目屋二ツ井線

国道7号の代替路線としてその機能を補完するほか、山本地域内の生活
道路として、（一）富根能代線との連携により、能代市中心部・二ツ井間の
交流に寄与

路 線 の 位 置 づ け

101号

対 象 区 間
路 線

101

3

4

37

42

63

64

路線番号 路 線 名

矢坂糖沢線
（一）西目屋二ツ井線

～
矢坂工業団地

（一）西目屋二ツ井線と連携し、矢坂工業団地へのアクセスに寄与

高屋敷茶屋下線
二ツ井町境

～
国道7号

国道7号と連携し、日本一の杉へのアクセスに寄与

富根能代線
国道7号

～
国道7号

国道7号の代替路線としてその機能を補完するほか、山本地域内の生活
道路として、（主）能代二ツ井線との連携により、能代市中心部・二ツ井間
の交流に寄与

金光寺能代線
（主）能代五城目線

～
国道7号

国道7号の代替路線としてその機能を補完するほか、山本地域内の生活
道路として、能代市中心部・山本間の地域間交流に寄与

森岳鵜川線
（主）能代五城目線

～
国道7号

山本地域内の生活道路として、三種（八竜）・山本間の地域間交流に寄与

森岳鹿渡線
（主）能代五城目線

～
国道7号

国道7号との連携により、森岳温泉郷や秋田森岳温泉36ゴルフ場へのア
クセスに寄与

西目屋二ツ井線
青森県境

～
国道7号

山本地域内の生活道路として、二ツ井・藤里間の交流に寄与するほか、国
道7号との連携により、白神山地を中心とした観光地や隣接する青森県の
美山湖へのアクセスに寄与

徯后坂藤里峡公園線
国道7号

～
素波里湖

（一）西目屋二ツ井線や町道を結び、素波里湖を中心とした観光地へのア
クセスに寄与

路 線
対 象 区 間 路 線 の 位 置 づ け

200

203

205

210

212

217

317

322

29
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【工業団地】

市町村名 工業団地名

松原工業団地

能代工業団地

能代木材工業団地（臨海部）

能代木材工業団地

烏野工業団地

沢口工業団地

槻ノ木工業団地

富根工業団地

八幡台工業団地

新屋敷工業団地

富岡金田工業団地

藤里町 矢坂工業団地

八峰町 外林工業団地

【商業施設】

市町村名 商業施設名

ショッピングタウンアクロス能代

イオン能代店

能代市

能代市

三種町

山本地域における道路整備計画 31



山本地域における道路整備計画

 市町村名 観光地名
能代エナジアムパーク
能代ねぶながし館
能代市木の学校
能代市子ども館
二ツ井総合観光センター（道の駅ふたつい）
きみまち杉ちょくん（道の駅ふたつい）
きみ恋カフェ
きみまち阪公園
能代山本スポーツリゾートセンターアリナス
スポーツゾーン（能代公園周辺）
スポーツゾーン（能代温泉周辺）
旧料亭金勇
風の松原
恋文神社
日本一の杉日本一高い天然秋田杉
きみまち阪県立自然公園
道の駅ふたつい
二ツ井テニスコート
八森いりさび温泉 ハタハタ館
あきた白神体験センター
はちもり観光市
ポンポコ山公園
リゾートしらかみ
能代カントリークラブ
岩館海水浴場
滝ノ間海水浴場
真瀬渓谷
お殿水（道の駅はちもり）
留山
秋田白神県立自然公園
白神山地世界遺産登録地
八森岩館県立自然公園
森岳温泉郷
体験学習物産館「サンバリオ」
釜谷浜海水浴場
湯の沢温泉郷
健康保養館ゆとりあ藤里
ホテルゆとりあ藤里
白神山地世界遺産センター
白神山地「二ッ森」
田苗代湿原
400年ブナ
岳岱自然観察教育林
藤里駒ヶ岳

ふるさと自然公園素波里国民休養地・素波里

園地

峨瓏峡
白神街道ふじさと
秋田白神県立自然公園
白神山地世界遺産登録地

能代市

三種町

八峰町

藤里町
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秋田地域における道路整備計画

【秋田地域の目標】

　

男鹿市　寒風山重要港湾　秋田港

男鹿半島等の観光ルートの整備

地域間交流を拡大する道路の整備

港湾、空港アクセス道路の強化

男鹿半島等の観光集客力の強化

県内各地域との接続強化

秋田港・秋田空港の利便性向上

■　安全・安心な道路空間の確保

■　いつでも快適で円滑な移動の支援

■　道路施設の強靱化・防災化

■　既存道路の効率的な利活用

県内共通の課題

注)今後10年間を見据えた道路整備の方向性を示すものであり、ネットワークの
　　重なりの多少により、整備の優先順位が決まるものではありません。
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秋田地域における道路整備計画

路線番号 路 線 名

国道7号
～

秋田県庁

国道7号の代替路線としてその機能を補完し、秋田地域内の生活道路とし
て、秋田市中心部・岩城間の地域間交流に寄与

（主）秋田停車場線
～

国道101号

国道7号の代替路線としてその機能を補完し、秋田地域内の生活道路とし
て、秋田市中心部・潟上（旧天王）・男鹿間の地域間交流に寄与するほ
か、広域的な物流・観光の起点となる秋田港へのアクセスに寄与

男鹿半島線
（一）入道崎八望台北浦線

～
国道101号

秋田地域内の生活道路として、国道101号と連携し、男鹿・潟上（旧天王）・
秋田間の交流に寄与するほか、広域的な物流や男鹿国定公園を中心とし
た観光地へのアクセスに寄与

秋田御所野雄和線
国道13号

～
国道341号

国道13号と国道341号を結び、日本海沿岸東北自動車道「秋田空港IC」の
活用により、広域的な物流・観光の起点となる秋田空港へのアクセスに寄
与

秋田駅
～

仙北北部広域農道

秋田都市圏と仙北地域を結ぶ地域間交流に寄与するほか、日本海沿岸
東北自動車道「秋田中央IC」の活用により、広域的な物流・観光の起点と
なる秋田駅へのアクセスに寄与

国道13号
～

（主）秋田御所野雄和線

秋田地域内の生活道路として、（主）秋田空港線と連携し、河辺・雄和間の
交流に寄与するほか、日本海東北縦貫自動車道「秋田空港IC」の活用に
より、広域的な物流・観光の起点となる秋田空港へのアクセスに寄与

国道7号
～

国道7号

秋田地域内の生活道路として、国道7号と連携し、潟上（旧天王）・岩城間
の交流に寄与

国道7号
～

（主）秋田雄和本荘線

国道7号と（主）秋田雄和本荘線を結び、秋田市西部等の工業団地や広域
的な物流や観光の起点となる秋田港、秋田空港へのアクセスに寄与

秋田北インター線
秋田北IC

～
（主）秋田天王線

日本海沿岸東北自動車道「秋田北IC」の活用により、秋田地域と山本地
域、仙北地域との地域間交流や、広域的な物流や観光地へのアクセスに
寄与

男鹿昭和飯田川線
国道101号

～
国道7号

国道7号と国道101号を結び、フォトギャラリーブルーホールへのアクセスに
寄与

老人福祉センターゆうゆう
～

秋田中央広域農道

（一）古井内大久保停車場線と（一）北の又井川線を結び、老人福祉セン
ターゆうゆうへのアクセスに寄与

秋田中央広域農道
～

国道7号

秋田地域内の生活道路として、国道7号及び秋田中央広域農道と連携し、
秋田・五城目間の交流に寄与

入道崎八望台北浦線
（主）入道崎寒風山線

～
（主）入道崎寒風山線

（主）入道崎寒風山線間を結び、（主）男鹿半島線やなまはげラインと連携
し、男鹿国定公園を中心とした観光地へのアクセスに寄与

高岡追分線
（主）秋田昭和線

～
（主）国道7号

秋田地域内の生活道路として、国道7号及び市道と連携し、秋田・昭和間
の交流に寄与

古井内大久保停車場線
（一）久保秋田線

～
（一）男鹿昭和飯田川線

（一）男鹿昭和飯田川線と（一）久保秋田線を結び、沿線の道の駅しょうわ
や老人福祉センターゆうゆうへのアクセスに寄与

川添下浜停車場線
（主）寺内新屋雄和線

～
国道7号

国道7号と（主）寺内新屋雄和線を結び、沿線の下山工業団地や、広域的
な物流の起点となる秋田港、秋田空港へのアクセスに寄与

道村大川線
（主）男鹿八竜線

～
八郎潟町役場

秋田地域内の生活道路として、（主）男鹿八竜線と連携し、八郎潟・大潟間
の交流に寄与

秋田昭和飯田川線
国道7号

～
国道7号

国道7号間を結び、フォトギャラリーブルーホールへのアクセスに寄与

河辺阿仁線

国道13号
～

健康増進交流センター
「ユフォーレ」

国道13号等と連携し、沿線の岩見温泉や健康増進交流センター「ユフォー
レ」へのアクセスに寄与

対 象 区 間 路 線 の 位 置 づ け

秋田天王線

久保秋田線

寺内新屋雄和線

秋田北野田線

路 線

56

62

65

59

61

72

104

112

121

124

229

240

298

303

308

路線番号 路 線 名

国道7号
～

（主）男鹿半島線

秋田地域と山本地域を結び、隣接する秋田地域の男鹿国定公園を中心と
した観光地へのアクセスに寄与

（主）男鹿半島線
～

昭和男鹿半島IC

秋田地域内の生活道路として、秋田市中心部・潟上（旧天王）・男鹿間の
交流に寄与するほか、広域的な物流や男鹿国定公園を中心とした観光地
へのアクセスに寄与

昭和男鹿半島IC
～

国道7号

日本海沿岸部を縦断する骨格路線であり、日本海沿岸東北自動車道の代
替路線としてその機能を補完し、国道7号や国道13号との連携により、秋
田地域と隣接する山本・仙北・由利の各地域を結ぶ広域的な物流や観光
地へのアクセスに寄与

国道7号
～

国道7号

日本海沿岸部を縦断する骨格路線であり、日本海沿岸東北自動車道の代
替路線としてその機能を補完し、国道7号や国道13号との連携により、秋
田地域と隣接する山本・仙北・由利の各地域を結ぶ広域的な物流や観光
地へのアクセスに寄与

国道7号
～

国道103号

秋田都市圏と北秋田地域を結ぶ地域間交流に寄与するほか、国道7号と
の連携や日本海沿岸東北自動車道「五城目八郎潟IC」の活用による広域
的な物流や観光地へのアクセスに寄与

341号
協和IC

～
国道7号

由利地域と秋田地域を結ぶ生活道路として、（主）秋田雄和本荘線との連
携により、雄和・大内間の交流に寄与するほか、秋田自動車道「協和IC」
や日本海沿岸東北自動車道「松ヶ崎亀田IC」の活用による観光地へのア
クセスに寄与

能代五城目線
（一）金光寺能代線

～
国道285号

国道7号の代替路線としてその機能を補完するほか、秋田地域と山本地域
を結ぶ生活道路として、五城目・山本・琴丘間の交流に寄与

国道13号
～

（主）雄和岩城線

秋田地域内の生活道路として、国道13号と連携し、秋田市中心部・雄和間
の交流に寄与するほか、広域的な物流・観光の起点となる秋田空港への
アクセスに寄与

（主）雄和岩城線
～

国道105号
秋田地域と由利地域を結ぶ生活路線として、雄和・大内間の交流に寄与

（主）秋田岩見船岡線
～

太平山県立自然公園

秋田市中心部と国道7号を結び、太平山を中心とした観光地へのアクセス
に寄与

ネコバリ岩
～

国道7号

国道7号を起点とし、北ノ又集落（三平の家）等の観光地へのアクセスに寄
与

秋田停車場線
秋田駅

～
国道7号

秋田駅を起点とし、国道7号や国道13号等との連携による県内の観光アク
セスに寄与

秋田岩見船岡線
国道13号

～
国道13号

国道13号や（主）秋田停車場線を結び、岨谷峡を中心とした観光地や秋田
中心部の観光地へのアクセスに寄与

秋田昭和線
（主）秋田御所野雄和線

～
（主）秋田八郎潟線

秋田自動車道の代替路線としてその機能を補完するほか、秋田地域内の
生活道路として、市道と連携により、秋田・昭和間の交流に寄与

男鹿八竜線
国道101号

～
国道7号

秋田地域と山本地域を結ぶ生活道路として、大潟・三種（旧八竜）間の交
流に寄与するほか、国道7号との連携や日本海沿岸東北自動車道「八竜
IC」の活用による広域的な物流や観光地へのアクセスに寄与

雄和岩城線
（主）秋田雄和本荘線

～
国道7号

秋田地域と由利地域を結ぶ生活道路として、雄和・岩城間の交流に寄与

秋田空港線
(一）秋田空港東線

～
（主）秋田雄和本荘線

秋田地域内の生活道路として、（主）雄和岩城線と連携し、河辺・雄和間の
交流に寄与するほか、広域的な物流・観光の起点となる秋田空港へのア
クセスに寄与

男鹿琴丘線
国道101号

～
（主）男鹿八竜線

秋田地域内の生活道路として、大潟・若美・男鹿間の交流に寄与するほ
か、（主）入道崎寒風山線との連携により寒風山へのアクセスに寄与

入道崎寒風山線
（一）入道崎八望台

～
（主）男鹿琴丘線

（主）男鹿琴丘線と（主）男鹿半島線を結び、寒風山や男鹿国定公園を中
心とした観光地へのアクセスに寄与

秋田雄和本荘線

秋田八郎潟線

285号

対 象 区 間 路 線 の 位 置 づ け

101号

路 線

101

341

285

9

15

26

28

42

44

46

55

4

41

54

34
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【工業団地】

市町村名 工業団地名

秋田市 下新城工業団地

秋田湾産業新拠点［A・BIZ］

秋田港産業団地（北港背後地区）

秋田港産業団地（飯島地区）

穀保町第一工業団地

穀保町第二工業団地

向浜工業団地

寺内第一工業団地

寺内第二工業団地

草生津川工業団地

川尻工業団地

川尻第1～7工業団地

茨島工業団地

茨島第1～3工業団地

秋田市西部工業団地

秋田新都市産業団地（大杉沢地区）

秋田新都市産業団地（湯本地区）

秋田新都市工業団地

秋田新都市産業区工業団地

御所野西部臨空港工業団地

上野台工業団地

七曲臨空港工業団地

大張野工業団地

豊岩工業団地

下浜工業団地

大浜工業団地

仁井田工業団地

牛島工業団地

男鹿市 北浦工業団地

男鹿工業団地

船川木材工業団地

船川工業団地

横長根工業団地

内子工業団地

潟上市 昭和工業団地

追分工業団地

追分西工業団地

五城目町 大手工業団地

奈良崎工業団地

広ヶ野工業団地

井川町 井川工業団地

【商業施設】

市町村名 商業施設名

イオン土崎港店

アルス トピコ 秋田フォーラス

西武秋田店

フォンテAKITA

ドン.キホーテ秋田店

茨島ショッピングセンター

イオン秋田中央店

イオンモール秋田

フレスポ御所野

スーパーセンターアマノ御所野店

ヤマダ電機テックランド秋田御所野店

東京インテリア家具秋田店

男鹿市 スーパーセンターアマノ男鹿店

天王ショッピングセンター

メルシティ潟上

五城目町 イオンスーパーセンター五城目店

井川町 スーパーセンターアマノ井川店

秋田市

潟上市
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秋田地域における道路整備計画

 市町村名 観光地名
健康増進交流センター「ユフォーレ」

秋田温泉プラザ

秋田温泉さとみ

雄和ふるさと温泉ユアシス

貝の沢温泉

県立博物館

ポートタワー・セリオン

佐竹史料館

民俗芸能伝承館

赤れんが郷土館

県立美術館

エリアなかいち

AUまち発見・発信ステーション

秋田まるごと市場

あきた県産品プラザ

千秋美術館・岡田謙三記念館

あきた文化産業施設松下

秋田市観光案内所

秋田市民市場

森林学習館木こりの宿

雄和観光交流館Villaフローラ

秋田国際ダリア園

大森山動物園

小泉潟公園

千秋公園

クアドーム ザ・ブーン

太平山スキー場オーパス

こまちスタジアム

県立スケート場

雄和サイクリングターミナル

桂浜海水浴場

下浜海水浴場

水心苑

秋田城跡外郭東門

久保田城御隅櫓

藤倉水源地

太平山三吉神社

岨谷峡・殿淵・伏伸の滝・舟作

高尾山

太平山県立自然公園
道の駅あきた港

南秋田カントリークラブ

ノースハンプトンゴルフ倶楽部

秋田県立中央公園

秋田大学鉱業博物館

秋田市

 市町村名 観光地名
男鹿温泉郷

温浴ランドおが

夕陽温泉WAO

男鹿水族館GAO

なまはげ館

入道崎

八望台

大桟橋

赤神神社・五社堂

寒風山

男鹿国定公園
男鹿市複合観光施設オガーレ

天王温泉くらら

出戸浜海水浴場

環境と文化のむら

道の駅五城目

定住促進センター「国花苑」

日本国花苑

日本国花苑ふれあいプラザ

日本国花苑バラ園

フォトギャラリーブルーホール

ブルーメッセあきた

ホテルサンルーラル大潟

ポルダー潟の湯

大潟村干拓博物館

潟上市

五城目町

井川町

大潟村

男鹿市
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秋田地域（市街地部）における道路整備計画

【秋田地域（市街地部）の目標】

　

ＪＲ秋田駅前エリアなかいち

秋田市街地部における交通混雑緩和

高次医療機関の利活用

秋田駅周辺のにぎわいづくり

放射、環状路線の整備

高次医療機関に接続する道路の機能強化

歩道の改良・自転車通行帯の整備の推進

■　安全・安心な道路空間の確保

■　いつでも快適で円滑な移動の支援

■　道路施設の強靱化・防災化

■　既存道路の効率的な利活用

県内共通の課題

注)今後10年間を見据えた道路整備の方向性を示すものであり、ネットワークの
　　重なりの多少により、整備の優先順位が決まるものではありません。
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秋田地域（市街地部）における道路整備計画

路線番号 路 線 名

国道13号
～

（主）雄和岩城線

秋田地域内の生活道路として、国道13号と連携し、秋田市中心部・雄和間
の交流に寄与するほか、広域的な物流や観光の起点となる秋田空港への
アクセスに寄与

（主）雄和岩城線
～

国道105号
秋田地域と由利地域を結ぶ生活路線として、雄和・大内間の交流に寄与

秋田八郎潟線
（主）秋田岩見船岡線

～
太平山県立自然公園

秋田市中心部と国道7号を結び、太平山を中心とした観光地へのアクセス
に寄与

秋田停車場線
秋田駅

～
国道7号

秋田駅を起点とし、国道7号や国道13号等との連携による県内の観光アク
セスに寄与

秋田岩見船岡線
国道13号

～
国道13号

国道13号や（主）秋田停車場線を結び、岨谷峡を中心とした観光地や秋田
中心部の観光地へのアクセスに寄与

秋田昭和線
（主）秋田御所野雄和線

～
（主）秋田八郎潟線

秋田自動車道の代替路線としてその機能を補完するほか、秋田地域内の
生活道路として、市道と連携により、秋田・昭和間の交流に寄与

秋田空港線
(一）秋田空港東線

～
（主）秋田雄和本荘線

秋田地域内の生活道路として、（主）雄和岩城線と連携し、河辺・雄和間の
交流に寄与するほか、広域的な物流や観光の起点となる秋田空港へのア
クセスに寄与

国道7号
～

秋田県庁

国道7号の代替路線としてその機能を補完し、秋田地域内の生活道路とし
て、秋田市中心部・岩城間の地域間交流に寄与

（主）秋田停車場線
～

国道101号

国道7号の代替路線としてその機能を補完し、秋田地域内の生活道路とし
て、秋田市中心部・潟上（旧天王）・男鹿間の地域間交流に寄与するほ
か、広域的な物流や観光の起点となる秋田港へのアクセスに寄与

秋田御所野雄和線
国道13号

～
国道341号

国道13号と国道341号を結び、日本海沿岸東北自動車道「秋田空港IC」の
活用により、広域的な物流や観光の起点となる秋田空港へのアクセスに
寄与

対 象 区 間 路 線 の 位 置 づ け

秋田雄和本荘線

路 線

秋田天王線

9

56

15

26

28

41

46

61

路線番号 路 線 名

秋田駅
～

仙北北部広域農道

秋田都市圏と仙北地域を結ぶ地域間交流に寄与するほか、日本海沿岸
東北自動車道「秋田中央IC」の活用により、広域的な物流や観光の起点と
なる秋田駅へのアクセスに寄与

国道13号
～

（主）秋田御所野雄和線

秋田地域内の生活道路として、（主）秋田空港線と連携し、河辺・雄和間の
交流に寄与するほか、日本海沿岸東北自動車道「秋田空港IC」の活用に
より、広域的な物流や観光の起点となる秋田空港へのアクセスに寄与

国道7号
～

国道7号

秋田地域内の生活道路として、国道7号と連携し、潟上（旧天王）・岩城間
の交流に寄与

国道7号
～

（主）秋田雄和本荘線

国道7号と（主）秋田雄和本荘線を結び、秋田市西部等の工業団地や広域
的な物流や観光の起点となる秋田港、秋田空港へのアクセスに寄与

秋田北インター線
秋田北IC

～
（主）秋田天王線

秋田自動車道「秋田北IC」の活用により、秋田地域と山本地域、仙北地域
との地域間交流や、広域的な物流や観光地へのアクセスに寄与

久保秋田線
秋田中央広域農道

～
国道7号

秋田地域内の生活道路として、国道7号及び秋田中央広域農道と連携し、
秋田・五城目間の交流に寄与

高岡追分線
（主）秋田昭和線

～
（主）国道7号

秋田地域内の生活道路として、国道7号及び市道と連携し、秋田・昭和間
の交流に寄与

川添下浜停車場線
（主）寺内新屋雄和線

～
国道7号

国道7号と（主）寺内新屋雄和線を結び、沿線の下山工業団地や、広域的
な物流の起点となる秋田港、秋田空港へのアクセスに寄与

河辺阿仁線

国道13号
～

健康増進交流センター
「ユフォーレ」

国道13号等と連携し、沿線の岩見温泉や健康増進交流センター「ユフォー
レ」へのアクセスに寄与

秋田北野田線

路 線 の 位 置 づ け
路 線

対 象 区 間

寺内新屋雄和線

62

65

72

124

240

308

112

39
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秋田地域（市街地部）における道路整備計画

【工業団地】

市町村名 工業団地名

下新城工業団地

秋田湾産業新拠点［A・BIZ］

秋田港産業団地（北港背後地区）

秋田港産業団地（飯島地区）

穀保町第一工業団地

穀保町第二工業団地

向浜工業団地

寺内第一工業団地

草生津川工業団地

川尻工業団地

川尻第1～7工業団地

茨島第1～3工業団地

秋田市西部工業団地

秋田新都市産業団地（大杉沢地区）

秋田新都市産業団地（湯本地区）

御所野西部臨空港工業団地

上野台工業団地

七曲臨空港工業団地

大張野工業団地

豊岩工業団地

下浜工業団地

潟上市 追分工業団地

追分西工業団地

【商業施設】

市町村名 商業施設名

イオン土崎港店

アルス トピコ 秋田フォーラス

西武秋田店

フォンテAKITA

ドン.キホーテ秋田店

茨島ショッピングセンター

イオン秋田中央店

イオンモール秋田

フレスポ御所野

スーパーセンターアマノ御所野店

ヤマダ電機テックランド秋田御所野店

東京インテリア家具秋田店

秋田市

秋田市
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秋田地域（市街地部）における道路整備計画

 市町村名 観光地名

秋田温泉プラザ

秋田温泉さとみ

県立博物館

ポートタワー・セリオン

佐竹史料館

民俗芸能伝承館

赤れんが郷土館

県立美術館

エリアなかいち

AUまち発見・発信ステーション

秋田まるごと市場

あきた県産品プラザ

千秋美術館・岡田謙三記念館

あきた文化産業施設松下

秋田市観光案内所

秋田市民市場

森林学習館木こりの宿

雄和観光交流館Villaフローラ

秋田国際ダリア園

大森山動物園

小泉潟公園

千秋公園

クアドーム ザ・ブーン

太平山スキー場オーパス

こまちスタジアム

県立スケート場

雄和サイクリングターミナル

桂浜海水浴場

下浜海水浴場

水心苑

秋田城跡外郭東門

久保田城御隅櫓

藤倉水源地

太平山三吉神社

道の駅あきた港

南秋田カントリークラブ

秋田県立中央公園

秋田大学鉱業博物館

太平山県立自然公園

秋田市
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由利地域における道路整備計画

【由利地域の目標】

竜ヶ原湿原仁賀保高原

地域産業連携による活性化

環鳥海連携による周遊型観光の確立

沿岸部と内陸地域との交流拡大

高速道路等の整備促進

鳥海山を中心とした観光アクセスルートの整備

産業・広域物流ルートの整備

■　安全・安心な道路空間の確保

■　いつでも快適で円滑な移動の支援

■　道路施設の強靱化・防災化

■　既存道路の効率的な利活用

県内共通の課題

注)今後10年間を見据えた道路整備の方向性を示すものであり、ネットワークの
　　重なりの多少により、整備の優先順位が決まるものではありません。
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由利地域における道路整備計画

路線番号 路 線 名

国道7号
～

大内IC

日本海沿岸東北自動車道の代替路線としてその機能を補完し、由利地域
内の生活道路として、由利本荘市中心部・大内間の地域間交流に寄与

大内IC
～

大曲IC

由利地域を横断する骨格路線であり、日本海沿岸東北自動車道や秋田自
動車道の代替路線としてその機能を補完し、由利地域と仙北・北秋田の各
地域を結ぶ広域的な物流や観光地へのアクセスに寄与

107号
岩手県境

～
国道7号

日本海沿岸東北自動車道や秋田自動車道の代替路線としてその機能を
補完し、由利地域と平鹿地域との地域間交流や、広域的な物流や観光地
へのアクセスに寄与

国道13号
～

（一）大川端伏見線

日本海沿岸東北自動車道や秋田自動車道の代替路線としてその機能を
補完し、由利地域と雄勝地域を結ぶ生活道路として、鳥海・雄勝間の交流
に寄与するほか、広域的な物流や鳥海国定公園を中心とした観光地への
アクセスに寄与

（一）大川端伏見線
～

国道7号

日本海沿岸東北自動車道や秋田自動車道の代替路線としてその機能を
補完し、由利地域内の生活道路として、由利本荘市中心部・由利・矢島・
鳥海間の交流に寄与するほか、広域的な物流や鳥海国定公園を中心とし
た観光地へのアクセスに寄与

協和IC
～

国道7号

由利地域と秋田地域を結ぶ生活道路として、（主）秋田雄和本荘線との連
携により、大内・雄和間の交流に寄与するほか、秋田自動車道「協和IC」
や日本海沿岸東北自動車道「松ヶ崎亀田IC」の活用による観光へのアク
セスに寄与

国道7号
～

国道7号

日本海沿岸部を縦断する骨格路線であり、日本海沿岸東北自動車道の代
替路線としてその機能を補完し、国道7号や国道105号等との連携により、
由利地域と秋田・仙北の各地域を結ぶ広域的な物流や観光地へのアクセ
スに寄与

398号
（主）十文字羽後鳥海線

～
国道107号

国道107号の代替路線としてその機能を補完するほか、秋田地域と雄勝
地域を結ぶ生活道路として、東由利・羽後間の交流に寄与

秋田雄和本荘線
（主）雄和岩城線

～
国道105号

由利地域と秋田地域を結ぶ生活路線として、大内・雄和間の交流に寄与

仁賀保矢島館合線
（一）仁賀保停車場線

～
国道107号

由利地域内の生活道路として、仁賀保・矢島・東由利間の交流に寄与する
ほか、鳥海国定公園を中心とした観光地へのアクセスに寄与

路 線
路 線 の 位 置 づ け対 象 区 間

105号

341号

108号

105

108

341

14
107

14
398

9

32

路線番号 路 線 名

雄和岩城線
（主）秋田雄和本荘線

～
国道7号

秋田地域と由利地域を結ぶ生活道路として、岩城・雄和間の交流に寄与

本荘大内線
国道107号

～
（主）本荘岩城線

国道107号と（主）横手大森大内線を結び、（主）本荘岩城線と連携し、五
峰苑や長谷寺へのアクセスに寄与

十文字羽後鳥海線
国道398号

～
国道108号

由利地域と雄勝地域を結ぶ生活道路として、鳥海・羽後間の交流に寄与

象潟矢島線

にかほ市役所
（旧象潟町役場）

～
国道108号

由利地域内の生活道路として、（一）長岡冬師城内線や（主）仁賀保矢島
館合線と連携し、にかほ（旧象潟）・矢島間の交流に寄与するほか、鳥海
国定公園を中心とした観光地へのアクセスに寄与

本荘岩城線
（主）本荘大内線

～
国道341号

（主）本荘大内線と国道341号を結び、沿線の五峰苑や長谷寺等の観光地
へのアクセスに寄与

鳥海矢島線
市道
～

（一）大川端伏見線

国道108号と（主）仁賀保矢島館合線を結び、鳥海国定公園を中心とした
観光地へのアクセスに寄与

鳥海公園小滝線
山形県境

～
（主）象潟矢島線

（主）象潟矢島線と山形県境を結び、鳥海国定公園を中心とした観光地へ
のアクセスに寄与

冬師西目線
（一）長岡冬師城内線

～
（主）仁賀保矢島館合線

由利地域内の生活道路として、（主）仁賀保矢島館合線や（一）長岡冬師
城内線との連携により、にかほ（旧象潟）・矢島間の交流に寄与するほか、
鳥海国定公園を中心とした観光地へのアクセスに寄与

大川端伏見線
（主）鳥海矢島線

～
国道108号

由利地域内の生活道路として、（主）仁賀保矢島館合線や市道との連携に
より、にかほ（旧象潟）・鳥海間の交流に寄与するほか、鳥海国定公園を
中心とした観光地へのアクセスに寄与

長岡冬師城内線
（一）上郷仁賀保線

～
（一）冬師西目線

由利地域内の生活道路として、（主）象潟矢島線や（主）仁賀保矢島館合
線との連携により、にかほ（旧象潟）・矢島間の交流に寄与するほか、鳥海
国定公園を中心とした観光地へのアクセスに寄与

路 線
対 象 区 間 路 線 の 位 置 づ け

44

49

57

58

69

70

131

285

291

312

44



由利地域における道路整備計画 45



由利地域における道路整備計画

【工業団地】

市町村名 工業団地名

亀田工業団地

内黒瀬工業団地

岩谷工業団地

下川工業団地

中田代工業団地

上川工業団地

新道下工業団地

本荘工業団地

西山工業団地

上ノ代工業団地

元町工業団地

楢ノ木平工業団地

ゆりヶ台工業団地

金浦臨海工業団地

象潟北部工業団地

金浦背長森工業団地

金浦内平工業団地

【商業施設】

市町村名 商業施設名

由利本荘市 イオン本荘ショッピングセンター

 由利本荘市

にかほ市
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由利地域における道路整備計画

 市町村名 観光地名

岩城温泉 港の湯

黄桜温泉 湯楽里

猿倉温泉 鳥海荘

猿倉温泉 ホテルフォレスタ鳥海

岩城少年自然の家

ハーブワールドAKITA

レストランやしお

八塩いこいの森

生産物直売所菜らんど

本荘公園

花立牧場公園

本荘マリーナ海水浴場

ボートプラザ・アクアパル

鳥海高原矢島スキー場

天鷲村

折渡千体地蔵

長谷寺

五峰苑

三望苑

鳥海高原南由利原

桑ノ木台湿原

法体の滝

サイクリングターミナルやまゆり

由利高原鉄道

道の駅岩城

道の駅おおうち

道の駅にしめ

道の駅清水の里・鳥海郷

温泉保養センターはまなす

TDK歴史館

フェライト子ども科学館

白瀬南極探検隊記念館

象潟郷土資料館

鳥海鉾立ビジターセンター

鳥海山・鉾立

仁賀保運動公園

三崎公園

象潟海岸

象潟海水浴場

蚶満寺

象潟九十九島

奈曽の白滝

元滝伏流水

中島台レクリエーションの森

 中島台 獅子ヶ鼻湿原

鳥海国定公園

道の駅象潟ねむの丘

にかほ市観光拠点センターにかほっと

由利本荘市

にかほ市
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仙北地域における道路整備計画

【仙北地域の目標】

　

田沢湖 角館武家屋敷

県北方面との交流拡大

農業など地域産業の活性化

角館・田沢湖の集客力向上

地域高規格道路等の整備推進

岩手・山形方面との交流拡大のための整備促進

角館・田沢湖を中心とした観光アクセスルートの整備

■　安全・安心な道路空間の確保

■　いつでも快適で円滑な移動の支援

■　道路施設の強靱化・防災化

■　既存道路の効率的な利活用

県内共通の課題

注)今後10年間を見据えた道路整備の方向性を示すものであり、ネットワークの
　　重なりの多少により、整備の優先順位が決まるものではありません。
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仙北地域における道路整備計画

路線番号 路 線 名

大内IC
～

大曲IC

仙北地域を横断する骨格路線であり、日本海沿岸東北自動車道や秋田自
動車道の代替路線としてその機能を補完し、仙北地域と由利・北秋田の各
地域を結ぶ広域的な物流や観光地へのアクセスに寄与

大曲IC
～

国道7号

秋田自動車道や東北自動車道の代替路線としてその機能を補完する仙
北地域を縦断する骨格路線であり、北秋田地域や由利地域を結ぶ県中央
部の広域的な物流や観光地へのアクセスに寄与

国道282号
～

国道46号

仙北地域と鹿角地域を結び、田沢湖や隣接する鹿角地域の八幡平を中心
とした観光地へのアクセスに寄与

国道46号
～

協和IC

仙北地域を横断する骨格路線であり、国道13号との連携により、仙北地域
と隣接する秋田地域や岩手県を結ぶ広域的な物流や観光地へのアクセス
に寄与

協和IC
～

国道7号

仙北地域と秋田・由利の各地域を結び、秋田自動車道「協和IC」や日本海
沿岸東北自動車道「松ヶ崎亀田IC」の活用による観光地へのアクセスに寄
与

本荘西仙北角館線
（一）土淵杉山田線

～
国道46号

仙北地域内の生活道路として、（一）土川中仙線との連携により、西仙北・
中仙間の交流に寄与するほか、秋田自動車道「西仙北IC」の活用による
広域的な物流に寄与

角館六郷線
国道105号

～
国道13号

仙北地域内の生活道路として、大仙市中心部・太田・美郷（旧千畑）・六郷
間の交流に寄与

花巻大曲線
六郷温泉 あったか山

～
国道13号

国道13号と岩手県境を結び、沿線の六郷温泉あったか山や六郷湧水群へ
のアクセスに寄与

湯沢雄物川大曲線
国道107号

～
国道13号

仙北地域と平鹿地域を結ぶ生活道路として、大仙（旧大曲）・大雄・雄物川
間の交流に寄与

秋田岩見船岡線
国道13号

～
国道13号

国道13号や（主）秋田停車場線を結び、岨谷峡を中心とした観光地や秋田
中心部の観光地へのアクセスに寄与

神岡南外東由利線
国道13号

～
（一）湯の又前田線

仙北地域内の生活道路として、神岡・南外間の交流に寄与

大曲大森羽後線
市道
～

国道398号

仙北地域と平鹿・雄勝の各地域を結ぶ生活道路として、国道105号及び国
道398号との連携により、大仙（旧大曲）・大森・羽後間の交流に寄与

田沢湖西木線
国道341号

～
国道105号

国道105号と国道341号を結び、田沢湖を中心とした観光地へのアクセス
に寄与

大曲田沢湖線
国道13号

～
国道46号

仙北地域内の生活道路として、角館町中心部・仙北・美郷（旧千畑）・太
田・中仙間の交流に寄与するほか、秋田県を起点とした観光地へのアクセ
スに寄与

341号

105号

対 象 区 間 路 線 の 位 置 づ け
路 線

105

341

10

11

12

13

28

30

38

36

50

路線番号 路 線 名

田沢湖帆線
国道105号

～
（主）田沢湖西木線

国道105号と（主）田沢湖西木線を結び、田沢湖を中心とした観光地への
アクセスに寄与

四ツ屋神岡線
国道105号

～
国道13号

仙北地域内の生活道路として、中仙・神岡間の交流に寄与

淀川北野目線
国道341号

～
（一）強首峰吉川線

国道341号と（主）本荘西仙北角館線を結び、沿線の強首温泉樅峰苑への
アクセスに寄与

駒ヶ岳線
秋田駒ヶ岳高山植物帯

～
国道341号

駒ケ岳と国道341号を結び、沿線の水沢温泉等の観光地へのアクセスに
寄与

土淵杉山田線
国道341号

～
（主）本荘西仙北角館線

秋田都市圏と仙北・平鹿・雄勝の各地域を結ぶ地域間交流に寄与

西山生保内線
乳頭温泉郷

～
（一）駒ヶ岳線

（一）駒ケ岳線と岩手県境を結び、沿線の乳頭温泉郷中心とした観光地へ
のアクセスに寄与

強首峰吉川線
（一）淀川北野目線

～
秋田自動車道

（一）淀川北野目線と国道341号を結び、沿線の強首温泉樅峰苑へのアク
セスに寄与

相内潟潟野線
（主）田沢湖西木線

～
（主）田沢湖畔線

（主）田沢湖西木線と（主）田沢湖畔線を結び、田沢湖を中心とした観光地
へのアクセスに寄与

土川中仙線
（主）本荘西仙北角館線

～
国道105号

仙北地域内の生活道路として、（主）本荘西仙北角館線との連携により、
西仙北・中仙間の交流に寄与

白岩角館線
（主）大曲田沢湖線

～
仙北広域農道

仙北地域内の生活道路として、（主）大曲田沢湖線及び仙北広域農道との
連携により、仙南・田沢湖間の交流に寄与

長信田羽後長野停車場
線

北開工業団地
～

国道105号

仙北地域内の生活道路として、（主）角館六郷線との連携により、中仙・太
田間の交流に寄与

耳取後三年停車場線
（一）野崎十文字線

～
（一）金沢吉田柳田線

仙北地域と平鹿地域を結ぶ生活道路として、（一）野崎十文字線及び（一）
金沢吉田柳田線との連携により、仙南・平鹿間の交流に寄与

金沢吉田柳田線
国道13号

～
（一）耳取後三年停車場線

仙北地域と平鹿地域を結ぶ生活道路として、（一）耳取後三年停車場線と
の連携により、仙南・平鹿間の交流に寄与

千畑大曲線
仙北広域農道

～
仙北広域農道

仙北地域内の生活道路として、仙北広域農道との連携により、仙南・田沢
湖間の交流に寄与

西仙北南外線
出羽グリーンロード

～
国道105号

秋田都市圏と仙北・平鹿・雄勝の各地域を結ぶ地域間交流に寄与

唐松宇津野線
協和スキー場

～
（主）秋田岩見船岡線

（主）秋田岩見船岡線と連携し、沿線の協和スキー場や協和温泉四季の
湯へのアクセスに寄与

路 線
対 象 区 間 路 線 の 位 置 づ け

60

67

113

127

149

194

244

247

256

258

259

266

267

305

315

319
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【工業団地】

市町村名 工業団地名

船岡工業団地

台林工業団地

北野目工業団地

土川工業団地

西今泉工業団地

西ノ又工業団地

中沢工業団地

西根工業団地

野中工業団地

東長野工業団地

上黒土工業団地

北開工業団地

国見工業団地

野口工業団地

三本扇工業団地

田茂木第1工業団地

田茂木第2工業団地

天ヶ沢工業団地

藤木工業団地

田沢湖工業団地

西木工業団地

鴬野工業団地

高野工業団地

先達工業団地

松原工業団地

美郷町 千畑工業団地

【商業施設】

市町村名 商業施設名

大仙市 イオン中仙ショッピングセンター

大仙市 パワー大曲店

大仙市 イオンモール大曲

仙北市 ワンダーモール

美郷町 イオンスーパーセンター美郷店

 大仙市

仙北市

仙北地域における道路整備計画 51



仙北地域における道路整備計画

 市町村名 観光地名

協和温泉 四季の湯

西仙北ぬく森温泉 ユメリア

強首温泉 樅峰苑

かみおか嶽雄館

川口温泉 奥羽山荘

史跡の里交流プラザ 柵の湯

県立農業科学館

協和スキー場

ロイヤルセンチュリーゴルフ倶楽部

唐松神社

旧池田氏庭園

払田柵跡

払田分家庭園

餅の館

真木真昼県立自然公園

道の駅協和

道の駅かみおか

玉川温泉地区

田沢湖高原温泉郷

乳頭温泉郷

あきた角館 西宮家

角館地区温泉

アルパこまくさ

水沢温泉郷

西木温泉 クリオン

田沢湖ハーブガーデン ハートハーブ

むらっこ物産館

思い出の潟分校

あきた芸術村

平福記念美術館

角館樺細工伝承館

樺細工作り体験

人力車（乗降場所）

新潮社記念文学館

角館桜皮細工センターたてつ家

白浜

秋田駒ケ岳高山植物帯

八津・鎌足かたくり群生の郷

かたくり館

田沢湖クニマス未来館

草彅家住宅

刺巻湿原ミズバショウ群生地

金峰神社

抱返り渓谷

角館武家屋敷

武家屋敷散策

石黒家

青柳家

岩橋家

松本家

河原田家

小田野家

東風の湯

角館のシダレザクラ

桧木内川堤ソメイヨシノ

たざわ湖スキー場

田沢湖

田沢湖温泉

宝仙湖

玉川ダム

田沢湖遊覧船

十和田八幡平国立公園

田沢湖抱返り県立自然公園

乳頭山・駒ケ岳登山

田沢湖のカヌー・カヤック

千畑温泉 サン・アール

六郷温泉 あったか山

美郷町ラベンダー園

松・杉並木

坂本東嶽邸

六郷湧水群

道の駅雁の里せんなん

名水市場湧太郎

ニテコ名水庵

手作り工房湧子ちゃん

大仙市

仙北市

美郷町
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平鹿地域における道路整備計画

【平鹿地域の目標】

　

増田の内蔵 秋田ふるさと村と
秋田県立近代美術館

岩手県、山形県との交流拡大

旧市町村間の交流促進

高次医療施設へのアクセス強化

農商工連携による地域産業の活性化

県際広域物流ルートの確立

幹線道路網の整備による地域間移動の円滑化

高次医療機関に接続する道路の整備

■　安全・安心な道路空間の確保

■　いつでも快適で円滑な移動の支援

■　道路施設の強靱化・防災化

■　既存道路の効率的な利活用

県内共通の課題

注)今後10年間を見据えた道路整備の方向性を示すものであり、ネットワークの
　　重なりの多少により、整備の優先順位が決まるものではありません。
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平鹿地域における道路整備計画

路線番号 路 線 名

107号
岩手県境

～
国道7号

日本海沿岸東北自動車道や秋田自動車道の代替路線としてその機能を
補完し、平鹿地域と由利地域、岩手県との地域間交流や、広域的な物流
や観光地へのアクセスに寄与

342号
国道13号

～
東成瀬村役場

平鹿地域と雄勝地域を結ぶ生活道路として、国道13号との連携により、湯
沢市中心部・東成瀬間の交流に寄与するほか、広域的な物流や栗駒国定
公園を中心とした観光地へのアクセスに寄与

国道13号
～

国道107号
国道107号との連携により、雄勝地域と由利地域との地域間交流に寄与

国道107号
～

国道13号

平鹿地域と仙北地域を結ぶ生活道路として、大雄・雄物川・大仙（旧大曲）
間の交流に寄与

横手大森大内線
国道13号

～
保呂羽山少年自然の家

平鹿地域内の生活道路として、横手市中心部・大雄・大森間の交流に寄
与

大曲大森羽後線
市道
～

国道398号

平鹿地域と仙北・雄勝の各地域を結ぶ生活道路として、国道105号及び国
道398号との連携により、大森・大仙（旧大曲）・羽後間の交流に寄与

横手東成瀬線
国道107号

～
国道397号

平鹿地域と雄勝地域を結ぶ生活道路として、国道107号及び国道342号と
の連携により、山内・東成瀬間の交流に寄与

横手東由利線
国道107号

～
出羽グリーンロード

国道107号の代替路線としてその機能を補完し、平鹿地域内の生活道路と
して、横手市中心部・雄物川間の交流に寄与

対 象 区 間 路 線 の 位 置 づ け
路 線

湯沢雄物川大曲線

14
107

14
342

13

29

36

40

48

路線番号 路 線 名

大曲横手線
館工業団地

～
国道13号

国道13号と（主）大曲大森羽後線を結び、沿線の館工業団地へのアクセス
に寄与

国道398号
～

国道342号
平鹿地域と雄勝地域を結ぶ生活道路として、増田・稲川間の交流に寄与

国道342号
～

国道13号

平鹿地域内の生活道路として、国道13号との連携により、横手市中心部・
増田間の交流に寄与

野崎十文字線
(一）耳取後三年停車場線

～
国道13号

平鹿地域内の生活道路として、大雄・平鹿・十文字間の交流に寄与

二井山大森線
（主）横手東由利線

～
（主）横手大森大内線

出羽グリーンロードとの連携により、秋田都市圏と平鹿・仙北・雄勝の各地
域を結ぶ地域間交流に寄与

耳取後三年停車場線
（一）野崎十文字線

～
（一）金沢吉田柳田線

仙北地域と平鹿地域を結ぶ生活道路として、（一）野崎十文字線及び（一）
金沢吉田柳田線との連携により、平鹿・仙南間の交流に寄与

浅舞醍醐線
（一）野崎十文字線

～
国道13号

国道13号と国道107号を結び、沿線の十五野工業団地へのアクセスに寄
与

御所野安田線
国道13号

～
国道107号

国道13号と国道107号を結び、沿線の石坂洋次郎文学記念館やかまくら
館へのアクセスに寄与

中村上吉野線
天下森スキー場

～
国道342号

国道342号と連携し、沿線の天下森スキー場や上畑温泉ゆ～らく・さわらび
へのアクセスに寄与

対 象 区 間 路 線 の 位 置 づ け

川連増田平鹿線

路 線

108

71

117

164

266

270

272

274
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平鹿地域における道路整備計画

【工業団地】

市町村名 工業団地名

小水沢工業団地

松原工業団地

高津野工業団地

館工業団地

横手工業団地

横手第二工業団地

中山工業団地

大沢工業団地

福地工業団地

谷地新田工業団地

年子狐工業団地

十五野工業団地

柳田工業団地

八萩工業団地

石神工業団地

吉野工業団地

【商業施設】

市町村名 商業施設名

イオンスーパーセンター横手南店

イオン横手店

スーパーモールラッキー

 横手市

横手市
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平鹿地域における道路整備計画

 市町村名 観光地名

おおもり温泉 さくら荘

大森健康温泉

ゆとりおん大雄

雄物川温泉 えがおの丘

交流センター 雄川荘

ウェルネス横手路

横手駅前温泉 ゆうゆうプラザ

あいのの温泉 鶴ヶ池荘

ときめき交流センター ゆっぷる

上畑温泉 ゆ～らく・さわらび

保呂羽山少年自然の家

たいゆう緑花園

秋田ふるさと村

秋田県立近代美術館

後三年の役金沢資料館

石坂洋次郎文学記念館

かまくら館

増田のまちなみ

増田の町並み案内所「ほたる」

増田観光物産センター「蔵の駅」

増田まんが美術館

雄物川中央公園

雄物川河川公園

浅舞公園

金沢公園

平安の風わたる公園

横手公園展望台

横手公園

羽後カントリークラブ

天下森スキー場

鳥海山観測ポイント

（雄平フルーツライン）

道の駅十文字

道の駅さんない

漆蔵資料館

横手市
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雄勝地域における道路整備計画

【雄勝地域の目標】

　

須川湖からみた栗駒山麓 小安峡大噴湯

山形・宮城・岩手方面との交流拡大

温泉資源等の集客力強化

農産物の販路拡大

高速道路やこれにアクセスする道路

整備の促進

栗駒国定公園などへの観光アクセス

ルートの強化

県際道路整備による物流の効率化

■　安全・安心な道路空間の確保

■　いつでも快適で円滑な移動の支援

■　道路施設の強靱化・防災化

■　既存道路の効率的な利活用

県内共通の課題

注)今後10年間を見据えた道路整備の方向性を示すものであり、ネットワークの
　　重なりの多少により、整備の優先順位が決まるものではありません。
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雄勝地域における道路整備計画

路線番号 路 線 名

宮城県境
～

国道13号

国道13号との連携により、雄勝地域と宮城県との地域間交流に寄与する
ほか、広域的な物流や鳴子温泉を中心とした観光地へのアクセスに寄与

国道13号
～

（一）大川端伏見線

日本海沿岸東北自動車道や秋田自動車道の代替路線としてその機能を
補完し、雄勝地域と由利地域を結ぶ生活道路として、雄勝・鳥海間の交流
に寄与するほか、広域的な物流や鳥海国定公園を中心とした観光地への
アクセスに寄与

国道13号
～

東成瀬村役場

雄勝地域と平鹿地域を結ぶ生活道路として、国道13号との連携により、湯
沢市中心部・東成瀬間の交流に寄与するほか、栗駒国定公園を中心とし
た観光地へのアクセスに寄与

東成瀬村役場
～

宮城県境

雄勝地域と岩手県を結び、沿線のジュネス温泉や栗駒国定公園等を中心
とした観光地へのアクセスに寄与

397号
岩手県境

～
国道342号

雄勝地域と岩手県を結び、国道342号との連携により、沿線のジュネス温
泉や栗駒国定公園等を中心とした観光地へのアクセスに寄与

国道13号
～

宮城県境

雄勝地域内の生活道路として、湯沢市中心部・稲川・皆瀬間の交流に寄
与するほか、小安峡温泉や栗駒国定公園等を中心とした観光地へのアク
セスに寄与

（主）十文字羽後鳥海線
～

国道13号

国道107号の代替路線としてその機能を補完するほか、出羽グリーンロー
ドとの連携により、秋田都市圏と雄勝・平鹿・仙北の各地域を結ぶ地域間
交流に寄与

（主）十文字羽後鳥海線
～

国道107号

国道107号の代替路線としてその機能を補完するほか、秋田地域と雄勝
地域を結ぶ生活道路として、羽後・東由利間の交流に寄与

湯沢雄物川大曲線
国道13号

～
国道107号

雄勝地域と平鹿・仙北地域の地域間交流に寄与。また、国道107号との連
携により、雄勝地域と由利地域との地域間交流に寄与

大曲大森羽後線
市道
～

国道398号

雄勝地域と平鹿・仙北の各地域を結ぶ生活道路として、国道105号及び国
道398号との連携により、羽後・大森・大仙（旧大曲）間の交流に寄与

対 象 区 間 路 線 の 位 置 づ け

342号

398号

108号

路 線

398

342

108

14
397

13

36

路線番号 路 線 名

横手東成瀬線
国道107号

～
国道397号

雄勝地域と平鹿地域を結ぶ生活道路として、国道397号及び国道342号と
の連携により、東成瀬・山内間の交流に寄与

湯沢栗駒公園線
国道13号

～
国道398号

雄勝地域内の生活道路として、国道13号及び（一）稲庭高松線との連携に
より、雄勝・皆瀬間の交流に寄与するほか、川原毛地獄や小安峡を中心と
した観光地へのアクセスに寄与

十文字羽後鳥海線
国道398号

～
国道108号

雄勝地域と由利地域を結ぶ生活道路として、羽後・鳥海間の交流に寄与

川連増田平鹿線
国道398号

～
国道342号

雄勝地域と平鹿地域を結ぶ生活道路として、稲川・増田間の交流に寄与

鴻屋梺線
みはらし荘

～
（主）十文字羽後鳥海線

国道398号と（主）十文字羽後鳥海線を結び、沿線のみはらし荘へのアク
セスに寄与

仁郷大湯線
国道342号

～
国道398号

国道342号と国道398号を結び、小安峡温泉や栗駒国定公園を中心とした
観光地へのアクセスに寄与

稲庭高松線
国道398号

～
(主)湯沢栗駒公園線

雄勝地域内の生活道路として、国道398号及び（主）湯沢栗駒公園線との
連携により、雄勝・皆瀬間の交流に寄与

秋ノ宮小安温泉線
国道108号

～
(主)湯沢栗駒公園線

国道108号と（主）湯沢栗駒公園線を結び、沿線の川原毛地獄や泥湯温泉
を中心とした観光地へのアクセスに寄与

羽後雄勝線
国道398号

～
国道13号

雄勝地域内の生活道路として、国道13号との連携により、羽後・雄勝間の
交流に寄与

路 線
対 象 区 間 路 線 の 位 置 づ け

40

51

57

108

275

282

307

310

311

5759
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【工業団地】

市町村名 工業団地名

湯沢工業団地

白幡工業団地

山田工業団地

寺沢工業団地

狐崎工業団地

羽後町 大久保工業団地

東成瀬村 蛭川工業団地

【商業施設】

市町村名 商業施設名

グランマート湯沢インター店

イオンスーパーセンター湯沢店

湯沢市

 湯沢市
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雄勝地域における道路整備計画

 市町村名 観光地名

湯の原温泉・ゆざわ温泉

秋の宮温泉郷

泥湯温泉

小安峡温泉

湯沢駅観光案内施設

川連漆器・沈金・蒔絵体験

稲庭うどん工場見学・手造り体験

小町堂

院内銀山異人館

川原毛地獄

栗駒国定公園

道の駅おがち

須川温泉（栗駒山荘）

ジュネス温泉（ホテルブラン）

ジュネス栗駒スキー場

ジュネスパークゴルフ場

西馬音内盆踊り会館

道の駅うご

湯沢市

東成瀬村

羽後町
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方針① 交流・連携
　　　人・ものが広域に交流するための“みち”

方針② 産業・観光
　　　地域産業や観光資源を元気にする“みち”

方針③ 地域・生活
　　　みんなが生活しやすいまちを支える“みち”

方針④ 安全・安心
　　　安全で快適な暮らしを支える“みち”

柱⑤ 強靭化・防災
　　　もしもの時に備えた“みち”

　秋田県では、魅力的で活力ある地域づくりを推進するため、つぎ

の５つの観点に着目し、計画的に道路の整備を進めていきます。

　道路の整備により、移動時間の短縮や事故の低減が図られ、利

便性・安全性・快適性の向上など様々な効果が期待されます。

期待される効果
●地域間の交流人口の拡大
●広域的なモノの移動による
　産業の振興

期待される効果
●災害時の避難行動、救助活動を支える移動経路の確保
●施設の老朽化に起因する事故等を未然に防止

道路整備の効果

主な取組
●高速道路ネットワークの構築

主な取組
●空港・港湾・物流拠点へのアクセス強化
●観光地へのアクセス強化
●道の駅の機能強化

期待される効果
●県内への企業立地促進
●県外からの観光客の増加

主な取組
●生活道路の機能強化

期待される効果
●日常生活における拠点施設（役場・学校・病院等）
　へのスムーズな移動の確保

主な取組
●歩道の整備
●防雪、克雪施設の整備

期待される効果
●高齢者や子どもも安心して
　暮らせる環境の確保
●冬期間も含めた移動の円滑化

主な取組
●地震などの災害に強い道路の構築
●橋やトンネルなどの計画的な維持
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算定方法期待される効果柱 目標指標

高速道路の整備促進　　　

県内外の交流・連携強化　　　　

工業団地・観光地へのアクセス
性向上による産業・観光の活性化　

地域間をつなぐ県管理道路の

整備推進              

安全な歩行空間の確保　　　

消・融雪施設の整備など雪対策の推進　           

土砂災害対策の推進　　　　　　  

雪崩対策の推進　　 　　　　　  

●県内外移動の高速化

●地域間の交流人口の増加

●広域的なモノの移動による産業の振興

●県外からの観光客の増加

●県内企業立地の増加

●県産品販路の拡大

●地域間交流の活発化

●日常生活における拠点施設（役場・

学校・病院など）への円滑な移動による
住みやすさの向上

●高齢者や子どもも安心して暮らせる環
境の確保

●冬期間も含めた移動の円滑化

●維持管理費の縮減

●災害に強い道路の構築

●通行止め区間の削減

橋梁の耐震補強の推進　 　　

当初
平成25年度

現状
平成30年度

目標値
令和5年度

道路整備の効果　目標指標【９の指標一覧】

①
交
流
・
連
携

②
産
業
・
観
光

③
地
域
・
生
活

④
安
全
・
安
心

⑤
強
靭
化
・
防
災
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●県内における高速道路
　　　　　　　　の供用率※1

●県管理国道の改良率※2

●「①交流・連携」に寄与する
　　　整備予定箇所の整備進捗率

●「②産業・観光」に寄与する
　　　整備予定箇所の整備進捗率

●「③地域・生活」に寄与する
　　　整備予定箇所の整備進捗率

91% 93%84%

93.9% 94.1%93%

0% 72%

0% 66%

0% 57%

●歩道整備率※3

●橋梁の耐震化率※4

●雪崩対策施設延長※5

40.4% 41.4%39.4%

80% 83%%

27km 28km24km

※１　ふるさと秋田元気創造プランに掲げる指標及び国が公表した開通見通しを基に高速道路の供用率を設定。
※2　 ふるさと秋田元気創造プランに掲げる指標として、県内全道路延長に対する、車道復員が5.5ｍ以上に改良された道路延長の比率を示す。
※3　 「バリアフリー社会の形成に関する基本計画」に掲げる指標として、道路延長に対する歩道整備の道路延長の比率を示す。
※4　ふるさと秋田元気創造プランの施策評価指標として設定した緊急輸送道路上の橋長15m以上の橋梁における耐震化率を示す。
※5　秋田県防災・防災行動計画に掲げる指標として、雪崩対策施設延長を設定。



第３期ふるさと秋田元気創造プラン（抜粋）
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